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1. 巻頭言       

早春の候 皆様にはますますご活躍のこととお喜び申し上げます。 

 さてこのたび、東北大学医学部保健学科看護学専攻設置 10 周年を記念して、東北大学大学院医学系

研究科保健学専攻看護学コースの「年報 2004~2013 年度」を発刊することになりました。 

 皆様もご承知のとおり、看護学専攻は 2003 年 10 月 1 日に設置され 2004 年 4 月に 1 期生が入学し、

2013 年 10 月に設置 10 周年を 2014 年 4 月には学生を初めて向かえ入れてから 10 周年を迎えました。 

 今回初めて「年報」をまとめ、2013 年度版といたしましたが、創設から 10 年のあゆみを総括いたし

ました。あらためて 10 年を振り返りこうして「年報」発刊というかたちで日々の活動の積み上げを目

の当たりにすると、実に感慨深いものがあります。これらの成果は、学生諸君や教職員の日々の研鑽は

もとより、講義や実習、研究等でお世話になった医学科や東北大学病院をはじめとする多くの先生方の

ご支援のたまものと実感しております。この場をお借りして、10 年のあゆみにかかわられた皆様に衷心

より感謝の意をお伝えしたいと思います。 

 さて、今後の国立大学改革の方針や方策、実施方針をまとめた「国立大学改革プラン」の策定にとも

ない、過日文部科学省が行った国立大学のミッションの再定義において、本学保健学科および保健学専

攻は、以下の３点のようにその強みや特色などの役割を担うこととされました。 
 
○ 「研究第一」「実学尊重」等の理念の下、人間性豊かで幅広い教養と確固たる倫理観を持ち、科学的

な知識と技術、総合的な判断力を備えた医療専門職を育成する。特にリサーチマインドを備えた高度

専門人材の育成を積極的に推進する。 

○ 大学院において、大学病院との連携を活かし教育能力を持った実践看護師の育成とキャリア構築を支

援する取組や専門看護師、医学物理士等高度な専門職の育成を行うなど、健康科学を牽引する高度専

門職者、教育者、研究者を育成する。 

○ 周産期看護における研究、専門人材育成を初めとする取組や、保健系、分野と医学・工学等の関連分

野との共同による新たな医療技術等の創出、地域母子保健活動に関する研究等を通じた震災復興への

貢献等の取組を推進し、東北地方の保健医療の貢献のみならず、国際的に発信する。 
  

10 年がたち、我々はこれまでを振り返りつつ、次の 10 年とその先を見据えて行動を起こさねばなり

ません。東北大学が創出する看護学は、科学的根拠に基づいた創造性の高いものである必要があり、日

本や世界を牽引する力を持ったものであるべきです。そのためには、これまで以上に組織としての結束

力を高め、個々が明確に目標を掲げ、計画的に研究を展開し、その熱意と姿勢を学生に伝えていくこと

が不可欠です。 

 本年報をまとめ皆様にお届けすることをもって、さらなる発展に向けて再出発する我々の社会的

commitment ととらえていただきたいと考えております。 

 この年報発刊のために、各分野の教員にそれぞれの活動をおまとめいただきました。宮下光令先生に

は年報のアウトラインをご考案いただき、佐藤一樹先生には多くの時間を割いて編集作業をご担当いた

だきました。最後になりましたが、編纂にご協力いただきました皆様に深謝申し上げます。 

 

東北大学医学部保健学科 学科長 

 塩 飽  仁  
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2. 沿革 

2-1. 東北大学医学部附属病院看護学校の歴史 

1）看護婦養成所 

 東北大学における看護教育は、宮城病院附属看護婦養成所に始まりました。この養成所における教育

は、明治 32 年（1899 年）9 月から、明治 45 年（1912 年）まで行われました。 

 大正 2 年（1913 年）3 月に宮城病院が東北帝国大学に移管され、東北帝国大学医学専門部附属医院看

護婦養成所が発足しました。 

 大正 4 年（1915 年）に看護婦規則が制定され、看護婦養成所規則が改正されたのに伴い、同年 7 月

東北帝国大学医科大学附属医院看護婦養成所と改称されました。その 4 年後の大正 8 年（1919 年）に

は、東北帝国大学医学部附属医院看護婦養成所と改称されました。 

 昭和 21 年（1946 年）8 月に看護婦養成所は第 39 回生の卒業をもってその歴史を閉じました。 

 看護師養成所では、2,087 名の卒業生を送り出しました。 

 

2）厚生女学部 

 昭和 20 年（1945 年）に東北帝国大学医学部附属医院厚生女学部が発足しました。修業年限は 2 年

で、入学資格は国民学校高等科卒業、入学年齢は満 14 歳以上 25 歳未満でした。 

 昭和 26 年（1951 年）3 月、厚生女学部は第 5 回生が最終卒業生となりました。卒業後は看護婦の資

格が与えられるほかに、高等女学校卒業資格が得られ、さらに専門学校への入学の道も開かれていまし

た。 

 

3）看護学校 

 昭和 22 年（1947 年）に国から保健婦、助産婦、看護婦（以下保・助・看）令が公布され、保・助・

看学校養成所指定規則が制定されました。それにより、東北大学医学部附属医院厚生女学部高等科が設

置されました。同年 5 月には東北大学医学部附属病院厚生女学部高等科と改称されました。 

 昭和 26 年（1951 年）4 月に東北大学医学部附属病院高等看護学校と改称されました。入学資格は新

制高等学校卒業、修学年限は 3 年でした。 

 昭和 27 年（1952 年）4 月、東北大学医学部附属看護学校と改称されました。 

 昭和 42 年（1967 年）3 月に文部省および厚生省両省による看護教育の改正があり、それに基づき学

則が改正されました。その改正による教育は昭和 43 年度（1968 年）入学生から実施されました。 

 昭和 48 年（1973 年）、東北大学医療技術短期大学部が開設され、昭和 50 年（1975 年）3 月、第 27

回生をもって看護学校は閉校されました。卒業生の総数は 1,210 名でした。 

 

 東北大学の看護婦教育は、大正 2 年の看護婦養成所にはじまり、厚生女学部に引き継がれました。こ

の時代は県知事から与えられる看護婦免許でした。看護学校以降は、文部大臣若しくは厚生大臣（現厚

生労働大臣）の指定する教育機関で 3 年間修学し卒業した後、国家試験に合格すると厚生大臣（厚生労

働大臣）から国家資格の看護婦免許が与えられました。 

  



4 
 

2-2. 東北大学医療技術短期大学部看護科の歴史 

 東北大学医療技術短期大学部（以下医療短大）は、昭和 48 年（1973 年）9 月 29 日に、看護婦の養成

を行う看護科（定員 80 名）、診療放射線技師の養成を行う診療放射線技術科（定員 40 名）、臨床検査技

師の養成を行う衛生技術科（定員 40 名）の 3 学科からなる医療短大として東北大学に併設されました。

国立の 3 年制医療短大としては、大阪大学、九州大学、金沢大学に次ぐ 4 番目の設置でした。 

 昭和 51 年（1976 年）に看護科が看護学科に、診療放射線技術科が診療放射線技術学科に、衛生技術

科が衛生技術学科に名称が変更になり、昭和 54 年（1979 年）には助産婦の養成を行う助産学特別専攻

（以下専攻科とする）1 年課程（定員 20 名）が設置されました。 

 看護学科では 2年生の終わりから臨地実習が開始になり、実習先は医学部附属病院と歯学部附属病院、

医学部附属病院鳴子分院（1994 年廃止）と宮城県の保健所と仙台市の保育所でした。 

 創立 3 年目には学生と教員からなる学友会が結成されて課外活動のサークルも作られ、大学としての

形が整っていきました。 

 医療短大看護学科では「豊かな人間性をもった高度の医療技術者を育成する」の教育方針のもとに看

護教育が展開されました。開学当初のカリキュラムは、人文、社会、自然科学の 3 系列から 20 単位以上、

外国語科目（英語、ドイツ語）6 単位、保健体育科目 3 単位、専門教育科目 105 単位以上の合計 134 単

位以上取得することが卒業要件でした。これは 4 年制大学設置基準である 124 単位をはるかに超えるも

のでした。1 回生の臨床実習は 3 年間で 42 単位履修するもので、大学病院での実習は、内科看護実習 4

週間 2 病棟、外科看護実習 4 週間 2 病棟のほかは大学病院の全ての病棟と歯学部、宿泊しながら鳴子分

院でも実習を行いました。 

 看護学科の国家試験の合格率は、ほぼ 100%であり、卒業生の約半数が大学病院に就職しました。 

 平成 15 年（2003 年）10 月 1 日、医療短大と並存して東北大学医学部保健学科が設置され、看護学科

は専攻科と併合して、東北大学医学部保健学科看護学専攻となりました。平成 16 年（2004 年）4 月に保

健学科の第 1 回生が入学し、平成 18 年（2006 年）3 月に最後の医療短大生が卒業し、平成 19 年（2007

年）3 月に最後の専攻科学生が卒業して、3 月 31 日に東北大学医療技術短期大学部は閉校しました。34

年間に社会に送り出した学生数は 2,207 名でした。 

 平成 22 年（2010 年）7 月 26 日には、東北大学医療技術短期大学部の閉学記念モニュメント（石碑）

が東北大学医療技術短期大学部学友会より寄贈され東北大学医学部保健学科 A 棟北側入口西側に設置さ

れました。 
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2-3. 東北大学医学部保健学科看護学専攻の歴史 

 東北大学医学部保健学科は、平成 15 年（2003 年）10 月 1 日に設置され、平成 25 年（2013 年）10

月に 10 周年を迎えました。 

 国立大学の医療技術短期大学部は、平成 5 年の大阪大学を皮切りに医学部保健学科へ改組されていき

ました。東北大学の保健学科は前述の通り平成 15 年に設置され、平成 16 年 4 月に新入学の学生を迎え

ましたが、国立大学のなかでは北海道大学や京都大学などと並んで最後の改組となりました。 

 保健学科の理念は、社会状況や保健・医療を取り巻く環境の変化のなかで、医療人としての社会的使

命を果たすために、人間性豊かで幅広い教養と確固たる倫理観を持ち、科学的な知識と技術、そして冷

静、緻密な総合判断力を備えた医療専門職を育成することです。 

 現在の東北大学医学部保健学科は、看護学専攻、放射線技術科学専攻、検査技術科学専攻の３専攻か

らなり、看護師および助産師、診療放射線技師、臨床検査技師を養成しています。 

 看護学専攻卒業時には看護師の国家試験受験資格を得ることができ、そのうち在学中の選抜試験に合

格した学生が助産学の単位を取得して助産師の国家試験受験資格を取得できます。 

 1 期生から 8 期生（平成 23 年度入学）までの学生は全員保健師の受験資格を取得できましたが、平

成 24 年度入学学生から学部教育課程での保健師養成を廃止しました。そして平成 26 年度から東北大学

は保健師教育を大学院博士課程前期（修士課程）で行うことにしました。 

 これは国の教育カリキュラム改定にあわせて、東北大学が担う役割を抜本的に見直し、これまで以上

により高度な専門性を持った保健師を育成することが重要だと考えたためです。この背景には、東日本

大震災発災後に保健師が大変重要な役割を担った事実がありました。震災の体験から今後保健師が果た

すべき役割、東北大学が果たすべき保健師教育および研究における役割を強く認識できたことが、この

カリキュラム改革につながっています。 

 平成 20 年（2008 年）4 月には、大学院医学系研究科に保健学専攻（看護学コース、放射線技術科学

コース、検査技術科学コース）が設置され、教員はすべて学部所属から大学院所属となり、大学院修士

課程の教育が開始されました。看護学コースから看護学修士の学位を取得して修了生が誕生した後、平

成 22 年（2010 年）4 月には博士後期課程が設置され、修士課程は博士前期課程と改称されました。 

 その後は順調に看護学修士と看護学博士を輩出しています。 

 高度化、複雑化する医療技術に的確に対処し得る高度な知識と技術を有するとともに、その独自性、

専門性を生かしつつ、他の医療技術専門職者と協調してチーム医療・チームケアを実践できる人材の育

成や、将来、医療技術科学の発展を担い、教育・研究・行政において指導的役割を果たしうる人材を育

成することは時代の要請に適合した保健学科のミッションだと認識し、また、先進的な研究を展開し、

global standard を創出し続け得る組織として確固たる地位を築くことを保健学専攻のミッションとし

て掲げ、教職員と学生、卒業生・修了生は教育、研究、実践、社会貢献を通してこれらを達成すべく、

それぞれの現場で躍進を続けています。 
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2-4. 年表 

 

大正 ２年 ５月 ３日 東北帝国大学医学専門部附属医院看護婦養成所 開設 
（県立宮城病院の看護婦養成所を移管） 

大正 ８年 ６月１２日 東北帝国大学医学部附属医院産婆養成所 開設 

昭和２０年 ６月１６日 東北帝国大学医学部附属医院厚生女学部 開設 

昭和２１年 ４月 １日 東北帝国大学が東北大学となる 

昭和２２年 ５月 ２日 産婆養成所が助産婦養成所となる 

昭和２６年 ４月 １日 東北大学医学部附属病院高等看護学校 設置 

昭和２７年 ４月 １日 医学部附属看護学校、同助産婦学校 設置 

昭和４８年 ９月２９日 東北大学に東北大学医療技術短期大学部を併設 
看護科、診療放射線技術科、衛生技術科の３学科を設置 

昭和５１年 ４月 １日 医療技術短期大学部看護科、診療放射線技術科、衛生技術科の 
名称を看護学科、診療放射線技術学科、衛生技術学科に変更 

昭和５４年 ４月 １日 医療技術短期大学部に専攻科助産学特別専攻を設置 

平成１５年１０月 １日 東北大学医学部に保健学科（看護学専攻、放射線技術科学専攻、 
検査技術科学専攻）を設置 

平成２０年 ４月 １日 医学系研究科保健学専攻 設置 

平成２２年 ４月 １日 医学系研究科に保健学専攻（博士後期課程）を設置 
医学系研究科保健学専攻の臨床実践看護学講座、家族支援看護学 
講座（一部）、健康開発看護学講座を 基礎・健康開発看護学講座、

家族支援看護学講座に改組 
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3. 組織と分野 

3-1. 組織図（2014 年 4 月現在） 

【医学部保健学科組織図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【大学院医学系研究科保健学専攻組織図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

大学院医学系研究科 

基礎・健康開発看護学

保健学専攻 

家族支援看護学 

看護学コース 

看護アセスメント学 

看護教育・管理学 

老年・在宅看護学 

地域ケアシステム看護学

地域保健学 

公衆衛生看護学 

成人看護学 

がん看護学 

緩和ケア看護学 

小児看護学 

精神看護学 

周産期看護学 

ウィメンズヘルス看護学

医学部 

基礎看護学 

保健学科 

看護学専攻 

臨床看護学 

地域保健看護学 
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3-2. 分野紹介 

研究分野名 看護アセスメント学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：丸山良子、講師：菅野恵美 
大学院（博士課程）5 名、大学院（修士課程）1 名、卒業研究生 6 名 

 
2. 主な研究テーマ 

看護アセスメント学分野では、看護の対象となる人々への適切な日常生活援助を行うために必要なアセスメ

ントの方法、さらに科学的根拠に基づく看護援助技術の開発およびその検証を行うことを目的としています。 
【主な研究テーマ】 
1. 生理学的指標を用いた看護技術やケアの検証 
2. 性ホルモンと自律神経活動の関連性 
3. 環境が生体に及ぼす影響 
4. 免疫学的手法による皮膚創傷治癒過程に関する科学的実証 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 Kanno E, Kawakami K, Miyairi S, Tanno H, Otomaru H, Hatanaka A, Sato S, Ishii K, Hayashi 

D, Shibuya N, Imai Y, Gotoh N, Maruyama R, Tachi M. Neutrophil-derived tumor necrosis 
factor-α contributes to acute wound healing promoted by N-(3-oxododecanoyl)-L-homoserine 
lactone from Pseudomonas aeruginosa. J Dermatol Sci. 2013;70(2):130-8.  
 Kudo D, Uno K, Aoyagi T, Akahori Y, Ishii K, Kanno E, Maruyama R, Kushimoto S, Kaku M, 

Kawakami K. Low-dose interferon-α treatment improves survival and inflammatory responses 
in a mouse model of fulminant acute respiratory distress syndrome. Inflammation. 
2013;36(4):812-20. 
 Hatashi D, Kawakami K, Ito K, Ishii K, Tanno H, Imai Y, Kanno E, Maruyama R, Shimokawa 

H, Tachi M. Low-enagy extracorporeal shock wave therapy enhances skin wound healing in 
diabetic mice: a critical role of endothelial nitric oxide synthase. Wound Repair Regen. 
2012;20(6):887-95. 
 菅野恵美, 丹野寛大, 館正弘. 皮膚創傷治癒過程における bFGF 産生への TNF-α の関与. 日本褥瘡

学会誌. 2012;14(2):113-20. 
 Kanno E, Kawakami K, Ritsu M, Ishii K, Tanno H, Toriyabe S, Imai Y, Maruyama R, Tachi M. 

Wound healing in skin promoted by inoculation with Pseudomonas aeruginosa PAO1: the 
critical role of tumor necrosis factor-α secreted from infiltrating neutrophils. Wound Repair 
Regen. 2011;19(5):608-21. 
 Kanno E, Toriyabe S, Zhang L, Imai Y, Tachi M. Biofilm formation on rat skin wounds by 

Pseudomonas aeruginosa carrying the gene fluorescent protein gene. Exp Dermatol. 
2010;19(2):154-6. 
 芳賀麻有, 丸山良子. 日本古来の「香」が自立神経系に及ぼす影響. 日本看護技術学会誌. 

2010;9(3):34-9. 
 Maruyama R. The effect of ambient particulate matter on cardiovascular responses. Earozoru 

Kenkyu. 2008;23(3):187-192. 
【主な著書】 
 菅野恵美, 館正弘. In: 真田弘美, 大浦紀彦, 溝上祐子, 市岡滋（編）.ナースのためのアドバンスド創傷

ケア.東京: 照林社; 2012. 
 大久保暢子, 菱沼典子, 縄秀志, 丸山良子, 山本真千子, 深井喜代子, et al. In: 沼典子（編）.ケースス

タディ看護形態機能学 臨床実践と人体の構造・機能・病態の知識をつなぐ. 菱東京: 南江堂; 2010. 
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研究分野名 看護教育・管理学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：朝倉京子、事務補佐員 1 名 
大学院（博士課程）2 名、大学院（修士課程）4 名、卒業研究生 4 名 

 
2. 主な研究テーマ 

1. 看護職の職業移動と心理社会的労働環境に関する研究 
2. 看護現象のジェンダー分析に関する研究 
3. 看護職の専門職的自律性、自律的な臨床判断、反省的思考に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 朝倉京子, 籠玲子. 中期キャリアにあるジェネラリスト・ナースの自律的な判断の様相. 日本看護科学会

誌, 2013;33(4):43-52. 
 Tei-Tominaga M, Asakura T, Asakura K. Stigma towards nurses with mental illnesses: a study 

of nurses and nurse managers in hospitals in Japan. Int J Ment Health Nurs. 2013;23(4):316-
25. 
 Togari T, Satoh M, Otemori R, Yonekura Y, Yokoyama Y, Kimura M, Tanaka W, Yamazaki Y. 

Sence of coherence in mothers and children, family relationships and participation in decision-
making at home: an analysis based on Japanese parent-child pair data. 2012;27(2):148-56. 
 渡邊生恵、杉山敏子. 一般病床患者と看護師による療養環境評価の特性.日本看護研究学会雑誌. 

2012;35(5):117-28. 
 Asakura K, Watanabe I. The Survival Strategy of Male Nurses in Rural Areas of Japan. Jpn J 

Nurs Sci. 2011;8(2):194-202. 
 Watanabe I, Kuriyama S, Kakizaki M, Sone T, Ohmori-Matsuda K, Nakaya N, Hozawa A, 

Tsuji I. Green tea and death from pneumonia in Japan: the Ohsaki cohort study. Am J Clin 
Nutr. 2009;90(3):672-9. 
 籠玲子,朝倉京子.病院の外科病棟に勤務する看護師の役割認知とそれに関わる体験. 看護研究. 

2008;41(1):61-72. 
【主な受賞】 
 Asakura K, Watanabe I. The Survival Strategy of Male Nurses in Rural Areas of Japan. Jpn J 

Nurs Sci. 2011;8(2):194-202.（平成 23 年度東北大学男女共同参画奨励賞（沢柳賞）研究部門賞受賞） 
 Shimojo Y, Asakura K, Satoh M, Watanabe I. Relationships between Work-family 

Organizational Culture, Organizational Commitment, and Intention to Stay in Japanese 
Registered Nurses. IOCH; Work Organization and Psychosocial Factors 2014 Congress; 2014 
Sep; Adelaide, Australia.（Student Award for the Best Poster 受賞） 
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研究分野名 老年・在宅看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

講師：齋藤美華、助手：坂川奈央 

 
2. 主な研究テーマ 

1. 訪問看護におけるキュアとケアの統合に関する研究 
2. 定年退職後の高齢男性を対象とした地域活動への参加支援プログラムの開発 
3. 高齢者の予想される死における看護職の看取り教育プログラム開発 
4. 認知症高齢者の排尿習慣化訓練の適応基準とプロトコールの開発  

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 齋藤美華, 坂川奈央, 大槻久美, 川原礼子：高齢者の褥瘡ケアに関する訪問看護師の医行為の内容とそ

の判断理由. 北日本看護学会誌. 2013;16(1):33-42. 
 坂川奈央：米国高齢者施設の査察報告第 2 報―米国における要介護高齢者の生活実態と意思決定に関

する考察―. 東北大学医学部保健学科紀要. 2014;23(1):1-8. 
 坂川奈央：米国高齢者施設の査察報告第 1 報―米国高齢者施設のケアの質の管理システムにみる我が国

の課題―. 東北大学医学部保健学科紀要. 2013;22(2):51-60. 
 齋藤美華, 大槻久美, 川原礼子：訪問看護師の裁量拡大に対する当該職種の意見の内容東北大学医学

部保健学科紀要. 2012;21(1):33-39. 
 川原礼子, 齋藤美華, 大槻久美：訪問看護場面の尿閉に対する医行為の実態およびその認識 アセスメ

ント状況と看護師の判断でできると考え得る理由. 看護実践の科学. 2012;37(2):30-7. 
 齋藤美華, 大槻久美, 川原礼子：高齢者の排便ケアに関する医行為が訪問看護師の判断で行えると考え

た理由. 日本老年看護学会誌. 2012;16(2):65-71. 
 齋藤美華, 齋藤美咲, 半沢みどり, 阿部由美, 角張範子, 齋藤真美, 大槻久美, 川原礼子：外来化学療

法を受けている高齢がん患者の生活への思い. 北日本看護学会誌. 2010;13(1):21-9. 
 齋藤美華, 川原礼子：アセスメントがよくわかる看護過程 認知症患者の看護ケア. ナーシングカレッジ. 医

学芸術社. 2010;14(9):59-77. 
 森鍵祐子, 齋藤美華, 川原礼子：家族看護学を学習した学生の興味・関心の変化 ―教員が演じるロール

プレイングの演習を通して―. 北日本看護学会誌. 2008;10(2):33-40. 
【主な著書】 
 川原礼子：. バリデーション療法・その他. In: 日本臨床増刊号 認知症学（下）その解明と治療の最新知

見. 大阪: 日本臨床社; 2011. p. 136-9. 
 川原礼子, 山田智恵理（監訳）. 愛はあなたの手の中に―ナースが贈るこころのチキンスープ―. 東京: 看

護の科学社; 2008. 
 川原礼子（訳）. In: 山田智恵理（監訳）.看護の重要コンセプト 20 看護分野における概念分析の試み.東

京: エルゼビア・ジャパン社; 2008. p. 91-122, 155-71, 209-24, 285-98. 
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研究分野名 地域ケアシステム看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：末永カツ子、准教授：高橋香子、助教：栗本鮎美 
大学院（修士課程）1 名、卒業研究生 6 名 

 
2. 主な研究テーマ 

本分野では、地域の健康・生活課題に対応できる協働の地域保健活動方法論に関する研究や被災地の住

民・関係者と協働したコミュニティ再生のための研究に取り組んでいます。また、2014 年 4 月に開設した大学

院保健師養成コースの教育・研究にも携わっており、今後その成果を検証していきたいと考えます。 
【主な研究テーマ】 
1. ヘルスプロモーションと公衆衛生看護に関する研究 
2. 地域のエンパワメントと地域ケアシステムに関する研究 
3. 地域保健福祉活動における協働の活動方法論に関する研究 
4. 被災地の保健師活動に関する研究 
5. 被災地におけるコミュニティ・エンパワメントに関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 真溪淳子, 末永カツ子, 高橋香子, 今野勇子, 佐々木久美子, 佐々木秀美, 佐藤幸子, 高橋いく子, 水

沼一子. アクションラーニングを用いた保健師のリーダーシップ開発研修に関する考察. 東北大学医学部

保健学科紀要. 2013;22(1):25-33. 
 伊藤加奈子, 末永カツ子. 保健師が参画する実践コミュニティの意義に関する一考察. 東北大学医学部

保健学科紀要. 2012;21（1）: 41-49. 
 Tsubota-Utsugi M, Ito-Sato R, Ohkubo T, Kikuya M, Asayama K, Metoki H, Fukushima N, 

Kurimoto A, Tsubono Y, Imai Y. Health behaviors as predictors for declines in higher-level 
functional capacity in older adults: the Ohasama study. J Am Geriatr Soc. 2011;59(11):1993-
2000. 
 栗本鮎美, 粟田主一, 大久保孝義, 坪田（宇津木）恵, 浅山敬, 高橋香子, 末永カツ子, 佐藤洋, 今井

潤. 日本語版 Lubben Social Network Scale 短縮版（LSNS‐6)の作成と信頼性および妥当性の検討. 
老年医学会雑誌. 2011;48(2):149-157.  
 末永カツ子. 【ライフステージを通した支援】 発達障害のある人の自立をめざす地域ケアシステムの構築に

向けて. LD 研究. 2010; 19（2）: 113-120. 
 Utsugi MT, Ohkubo T, Kikuya M, Kurimoto A, Sato RI, Suzuki K, Metoki H, Hara A, Tsubono Y, 

Imai Y. Fruit and vegetable consumption and the risk of hypertension determined by self 
measurement of blood pressure at home: the Ohasama study. Hypertens Res. 2008;31(7):1435-
43. 

【主な著書】 
 末永カツ子. 障害者と福祉. In: 増田雅暢, 島田美喜（編）. ナーシング・グラフィカ⑨ 健康支援と社会保

障社会福祉と社会保障（第 2 版第 4 刷）. メディカ出版: 大阪; 2012. p. 90-106. 
 末永カツ子. 地域看護管理者に求められるリーダーシップ. In: 日本看護協会（監修）. 第 2 版 新版 保

健師業務要覧. 東京: 日本看護協会出版会; 2010. p. 100-3. 
 末永カツ子, 平野かよ子. 地域保健管理の諸相. In: 日本看護協会（監）. 第 2 版 新版 保健師業務要

覧. 東京: 日本看護協会出版会; 2010. p. 92-9. 
 末永カツ子. 活動を支える概念：公共性. In: 中西睦子（監）. TACS シリーズ 10 実践地域看護学. 東京: 

建帛社; 2010. p. 61-4. 
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研究分野名 地域保健学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：南 優子 
大学院（修士課程）1 名 

 
2. 主な研究テーマ 

がん・自己免疫疾患などの難治性慢性疾患の危険因子・予後因子を解明し、その成果を疾病予防活動や臨

床の場に提供することを目的に研究に取り組んでいる。 
【主な研究テーマ】 
1. 乳がんの疫学 
2. 各種がんの記述疫学・分析疫学 
3. 自己免疫疾患の疫学 
4. 疫学方法論に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 Seki T, Nishino Y, Tanji F, Maemondo M, Takahashi S, Sato I, Kawai M, Minami Y. Cigarette 

smoking and lung cancer risk according to histologic type in Japanese men and women. Cancer 
Sci. 2013;104(11):1515-22. 
 Collaborative Group on Hormonal Factors in Breast Cancer (Kawai M, Minami Y, Tsuji I, 

Fukao A) Menarche, menopause, and breast cancer risk: individual participant meta-analysis, 
including 118 964 women with breast cancer from 117 epidemiological studies. Lancet Oncol. 
2012;13(11):1141-51. 
 Kawai M, Kakugawa Y, Nishino Y, Hamanaka Y, Ohuchi N, Minami Y. Reproductive factors 

and breast cancer risk in relation to hormone receptor and menopausal status in Japanese 
women. Cancer Sci. 2012;103(10):1861-70. 
 Kawai M, Minami Y, Nishino Y, Fukamachi K, Ohuchi N, Kakugawa Y. Body mass index and 

survival after breast cancer diagnosis in Japanese women. BMC Cancer. 2012 Apr 17;12:149. 
doi;10.1186/1471-2407-12-149. 
 Minami Y, Nishino Y, Kawai M, Kakugawa Y. Being breastfed in infancy and adult breast 

cancer risk among Japanese women. Cancer Causes Control. 2012;23(2):389-98. 
 Minami Y, Hirabayashi Y, Nagata C, Ishii T, Harigae H, Sasaki T. Intake of vitamin B6 and 

dietary fiber and clinical course of systemic lupus erythematosus: a prospective study of 
Japanese female patients. J Epidemiol. 2011;21(4):246-54. 
 Kawai M, Minami Y, Kakizaki M, Kakugawa Y, Nishino Y, Fukao, A, Tsuji I, Ohuchi N. Alcohol 

consumption and breast cancer risk in Japanese women: the Miyagi Cohort study, Breast 
Cancer Res Treat. 2011;128(3):817-25. 
 Kawai M, Minami Y, Kuriyama S, Kakizaki M, Kakugawa Y, Nishino Y, Ishida T, Fukao A, 

Tsuji I, Ohuchi N. Adiposity, adult weight change and breast cancer risk in postmenopausal 
Japanese women: the Miyagi Cohort Study. Br J Cancer. 2010;103(9):1443-7. 
 Minami Y, Tochigi T, Kawamura S, Tateno H, Hoshi S, Nishino Y, Kuwahara M. Height, urban-

born and prostate cancer risk in Japanese men. Jpn J Clin Oncol. 2008;38(3):205-13. 
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研究分野名 公衆衛生看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：大森純子、助教：田口敦子、研究補佐員 1 名、卒業研究生 7 名 

 
2. 主な研究テーマ 

米国の公衆衛生領域で主流となっている（CBPR：Community Based Participatory Research）という研

究スタイルを用い、保健師など保健行政の関係職種や住民の方々と一緒に、「"地域への愛着"を育む健康

増進プログラムの開発」、「近隣住民間の交流促進プログラムの開発」などに取り組み、個人変容と社会変容

に参画しています。また、住民ボランティアと保健行政の関係職種がどのように協働していけばよいかについ

ても探索しています。 
【主な研究テーマ】 
1. 文化と健康観・ヘルスプロモーションに関する研究 
2. 地域への愛着と健康に関するプログラム開発 
3. 行政と住民ボランティアの効果的な協働方法および評価に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2014 年 1 月以降） ※2014 年 1 月に分野新設のため 

【主な研究論文】 
 大森純子, 小林真朝, 小野若菜子, 麻原きよみ. コミュニティアセスメントの実践的演習の成果. 聖路加看

護大学紀要. 2014;40:105-11.  
 大森純子. 原発事故復興期における放射線防護文化の形成 ―保健師の立場から―. 医療放射線防護. 

2014;68:58-62.  
 大森純子. リスクコミュニケーションの向こう側 ―放射線防護からはじまる健康文化の形成―. 医療放射線

防護. 2014;69:33-6.  
 大森純子, 小西恵美子, 麻原きよみ. 健康課題としての放射線防護 保健師による実際的な活動モデル

に向けて・3 保健師の実践へのヒント①：ベラルーシ視察報告から学ぶ. 保健師ジャーナル. 
2014;70(7):626-30.  
 Taguchi A, Nagata S, Naruse T. Nagata S, Yamaguchi T, Murashima S. Identification of the 

need for home visiting nurse: development of a new assessment tool Int J Integr Care. 2014;14.
【主な著書】 
 大森純子. In: 斎藤清二, 山田富秋, 本山方子（編）.質的心理学フォーラム選書 1 インタビューという実

践. 東京: 新曜社; 2014.  
 大森純子. In: 佐伯和子（編）. 衛生看護学テキスト 2 公衆衛生看護技術. 東京: 医歯薬出版; 2014.  
 田口敦子, 永田智子, 村嶋幸代（分担執筆）. 在宅高齢者を支える－医療・介護・看取り－：Advances in 

Aging and Health Research 2013. 愛知: 長寿科学振興財団; 2014.  
【主な学会発表】 
 三森寧子, 高橋和子, 大森純子, 酒井太一, 齋藤美華, 小林真朝, 小野若菜子, 安齋ひとみ, 宮崎紀

枝, 戸田亜紀子, 三笠幸恵. 向老期世代の“地域への愛着”を測定する尺度の開発（第 3 報） ―健康関

連 QOL との関連性―. 第 2 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2014 Jan 12-13; 小田原.  
 酒井太一, 大森純子, 高橋和子, 三森寧子, 齋藤美華, 小林真朝, 小野若菜子, 宮崎紀枝, 安齋ひと

み, 戸田亜紀子, 三笠幸恵. 向老期世代の“地域への愛着”を測定する尺度の開発（第 1 報） ―“地域へ

の愛着”尺度項目の検討―. 第 2 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2014 Jan 12-13; 小田原.  
 高橋和子, 大森純子, 酒井太一, 三森寧子, 齋藤美華, 小林真朝, 小野若菜子, 安齋ひとみ, 宮崎紀

枝, 戸田亜紀子, 三笠幸恵. 向老期世代の“地域への愛着”を測定する尺度の開発（第 2 報） ―関連要

因の検討―. 第 2 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2014 Jan 12-13; 小田原.  
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研究分野名 成人看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：今谷 晃、講師：菊池史子、卒業研究生 3 名 

 
2. 主な研究テーマ 

1. 胃粘膜上皮細胞の分化制御と胃癌に関する研究 
2. Helicobacter pylori に対する免疫応答に関する研究 
3. 粘膜免疫応答による上皮細胞の細胞内シグナル伝達機構の解明 
4. 上部消化管疾患と遺伝子多型に関する研究 
5. 緩和ケア病棟における終末期患者に関わるリハビリテーションスタッフと看護職との協働に関する研究 
6. 終末期リハビリテーションと患者・家族感情との関連に関する質的研究  
7. 看護師自身のケア評価とケア満足度に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な受賞】 
 佐藤典子, 佐藤しのぶ, 菊地淳子, 齋藤明美, 菊池愛, 佐々木知子, 菊地史子, 緩和ケア病棟で終末期

リハを行っている患者に関わる家族の思い. 第 15 回東北緩和医療研究会青森大会; 2011Sept 23; 青

森. （ベストプレゼンテーション賞） 
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研究分野名 がん看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：佐藤冨美子、助教：佐藤菜保子 
大学院（博士課程）2 名、大学院（修士課程）1 名、卒業研究生 8 名 

 
2. 主な研究テーマ 

がん看護学分野は、がんの罹患や治療によって影響を受けた個人や家族のクオリティ・オブ・ライフ（Quality 
of Life;QOL）に関する看護理論の開発をテーマに研究に取り組んでいます。 
【主な研究テーマ】 
1. 乳がん患者の術後上肢機能障害予防改善に向けた介入効果に関する研究 
2. 膵癌患者の治療に伴う QOL 維持向上に関する研究 
3. 前立腺がん術後患者のテレナーシング介入効果に関する研究 
4. がん患者の治療選択プロセスにおける看護支援に関する研究 
5. がん治療を受ける患者の症状マネジメントに関する研究 
6. がん患者および家族のストレスと看護介入に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 Sato F, Ishida T and Ohuchi N. The perioperative educational program for improving upper 

arm dysfunction in patients with breast cancer: a controlled trial. Tohoku J Exp Med. 
2014;232:115-22. 
 Sato N, Suzuki N, Sasaki A, Aizawa E, Obayashi T, Kanazawa M, Mizuno T, Kano M, Aoki M, 

Fukudo S. Corticotropin-Rel Corticotropin-releasing hormone receptor 1 gene variants in 
irritable bowel syndrome. PLoS ONE. 2012;7(9);e42450. 
 佐藤冨美子. 術後 1 年までの乳がん体験者における患側上肢の苦痛に関連する要因の検討. 日本保健

医療行動科学会年報. 2012;27;157- 170.  
 佐藤菜保子, 皆川州正, 福土審. 医療従事者の「終末期患者支援認知行動尺度」の開発－看護職を対

象とした検討－. 心身医学. 2012;52(1):45-33. 
 佐藤冨美子. 乳がん体験者の術後上肢機能障害に対する主観的認知と客観的評価の関連. 日本がん看

護学会誌. 2009;23(2):33-41. 
【主な著書】 
 佐藤冨美子. 医療機関と医療従事者の職務の機能と役割. In: 清水英佑, 佐藤冨美子, 福本正勝（編）. 

社会保障と公衆衛生. 東京: 医学評論社; 2013. p. 244-64. 
 佐藤冨美子. 生殖系機能障害のある患者の看護・乳がん患者の看護・前立腺がん患者の看護・子宮がん

患者の看護. In: 黒田裕子（編）. 成人看護学第 2 版. 東京: 医学書院; 2013. p. 508-29. 
 佐藤冨美子. 乳がん患者のアセスメントと看護. In: 黒田裕子（編）. 成人看護学. 東京: 医学書院; 2009. 

p. 482-9. 
 佐藤冨美子. 頭頚部のアセスメント、眼のアセスメント、乳房のアセスメント. In: 小野田千枝子（監）. 高橋

照子, 芳賀佐和子, 佐藤冨美子（編）. 実践！フィジカル・アセスメント－看護者としての基礎技術 改訂第

3 版. 東京: 金原出版; 2008. p. 35-61, 94-100. 
【主な受賞】 
 佐々木彩加, 佐藤菜保子, 鈴木直輝, 金澤素, 青木正志, 福土審. 過敏性腸症候群におけるコルチコト

ロピン放出ホルモン関連遺伝子多型. Japan Gut Club. 2012 Nov 24; 東京. （特別奨励賞） 
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研究分野名 緩和ケア看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：宮下光令, 助教：佐藤一樹, 事務補佐員 2 名 
大学院（博士課程）2 名, 大学院（修士課程）3 名, 卒業研究生 8 名 

 
2. 主な研究テーマ 

緩和ケア看護学分野は、「がん」などの疾病により身体的・心理的・社会的・スピリチュアルな苦痛を抱える患

者さまやご家族の QOL (Quality of Life：生活の質) を維持し向上させることにより、患者さまやご家族が 
苦痛なく安心して生活することを支えるための看護の提供を目的に研究に取り組んでいます。 
【主な研究テーマ】 
1. 進行がん患者, 家族の QOL 向上に向けた支援方法の開発 
2. 緩和ケアや終末期ケアの質の評価と実態調査 
3. 緩和ケアや終末期ケアに関する卒前・卒後教育に関する研究 
4. がん以外の疾患に対する緩和ケアや終末期ケアに関する研究 

 
3. 主な研究業績（2009 年 10 月以降） ※2009 年 10 月に分野新設のため 

【主な研究論文】 
 Kinoshita H, Maeda I, Morita T, Miyashita M, Yamagishi A, Shirahige Y, Takebayashi T, 

Yamaguchi T, Igarashi A, Eguchi K. Place of Death and the Differences in Patient Quality of 
Death and Dying and Caregiver Burden. J Clin Oncol. (in press) 
 Miyashita M, Kawakami S, Kato D, Yamashita H, Igaki H, Nakano K, Kuroda Y, Nakagawa K. 

The importance of good death components among cancer patients, the general population, 
oncologists and oncology nurses in Japan: Patients prefer "fighting against cancer." Support 
Care Cancer. (in press) 
 Miyashita M, Wada M, Morita T, Ishida M, Onishi H, Tsuneto S, Shima Y. Care Evaluation 

Scale-Patient version: Measuring the quality of the structure and process of palliative care from 
the patient’s perspective. J Pain Symptom Manage.2014;48(1):110-8. 
 Sato K, Shimizu M, Miyashita M. Which quality of life instruments are preferred by cancer 

patients in Japan? Comparison of the European Organization for Research and Treatment of 
Cancer Quality of Life Questionnaire-C30, and the Functional Assessment of Cancer Therapy-
General. Support Care Cancer.2014;22(12):3135-41. 
 Sato K, Inoue Y, Umeda M, Ishigamori I, Igarashi A, Togashi S, et al. A Japanese region-wide 

survey of the knowledge, difficulties, and self-reported palliative care practices among nurses. 
Jpn J Clin Oncol. 2014;44(8):718-28 
 Morita T, Miyashita M, Yamagishi A, Akiyama M, Akizuki N, Hirai K, Imura C, Kato M, 

Kizawa Y, Shirahige Y, Yamaguchi T, Eguchi K. Effects of a programme of interventions on 
regional comprehensive palliative care for patients with cancer: a mixed-methods study. Lancet 
Oncol. 2013;14(7):638-46. 
 Shinjo T, Morita T, Hirai K, Miyashita M, Sato K, Tsuneto S, Shima Y. Care for imminently 

dying cancer patients: family members' experiences and recommendations. J Clin Oncol. 
2010;28(1):142-8. 

【主な著書】 
 宮下光令, 佐藤一樹, 清水恵, et al. In 宮下光令（編）. ナーシング・グラフィカ 成人看護学 7 緩和ケア. 

大阪: メディカ出版; 2013. 286p. 
【主な受賞】 
 佐藤一樹, 宮下光令, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で提供された終末期鎮静の関連要因

と遺族による緩和ケアの質評価への影響. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 
（最優秀演題賞） 
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研究分野名 小児看護学分野 

  

1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：塩飽 仁、助教：鈴木祐子、助手（兼）：井上由紀子 
大学院（博士課程後期）4 名、大学院（博士課程前期）4 名、卒業研究生 5 名 

 
2. 主な研究テーマ 

小児看護学分野は、子どもと家族を発達上のライフイベントに応じて支援する看護を追求している分野です。

特に子どもと家族を心理・社会的に支える看護の研究、教育、実践に力点を置き、東北大学病院との

unification や、学校、地域、医療機関、他大学などとの連携のもとに活動しています。 
我々の分野の研究、教育、実践のおもなテーマは以下の通りです。 
【主な研究テーマ】 
1. 子どもと家族を心理・社会的に支える看護支援の開発 
2. 神経症や軽度発達障害の子どもの療育支援と家族へのメンタルヘルスケア 
3. 悪性疾患の子どもと家族のトータルケア 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
・名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子. 看取りの時期にある小児がんの子どもとその親をケアする看護師が抱え

る葛藤. 日本小児看護学会誌. 2013;22(2):41-7.  
・名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 井上由紀子, 谷地舘千恵. 遺族と医療者への面接から得られた治療が

困難な時期にある小児がんの子どもに必要な要素. 日本小児がん看護学会誌. 2013;8(1):38-49.  
・名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 井上由紀子, 谷地舘千恵：遺族と医療者への面接から得られた治療が

困難な時期にある小児がんの子どもを支える家族に必要な要素. 日本小児がん看護学会誌. 2013;(1): 
50-8.  

・入江亘, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 小児がん患児の父親が患児とのかかわりに抱く思い－小児がん患

児の父親とその他の長期入院を要する患児の父親の比較－. 小児がん看護. 2012;7:28-38.  
・佐藤志保, 佐藤幸子, 塩飽仁. 採血を受ける子どもの非効果的対処行動の関連要因の検討. 日本看護学

研究学会雑誌. 2011;34(4):23-31.  
・髙見三奈, 佐藤幸子, 塩飽仁. 神経症患児の両親の役割受容と親役割行動の特徴－子どもの精神的健

康および家族機能評価との関連－. 日本小児看護学会誌. 2010;19(1):25-36.  
・高見三奈, 佐藤幸子, 塩飽仁. 親の役割受容と親役割行動が子どもの評価する家族機能と精神的健康に

与える影響. 日本看護学研究学会雑誌. 2009;32(2):55-63.  
・佐藤幸子, 塩飽仁, 山本三奈, 藤田愛. 神経症・心身症児の不適応行動の分析. 日本看護学研究学会雑

誌. 2008;31(5):63-9.  
【主な著書】 
・塩飽仁, 井上由紀子. 精神疾患と看護「看護総論」「疾患をもった小児の看護」. In：奈良間美保, 丸光惠

（編）. 系統看護学講座専門 23 小児看護学 2 小児臨床看護各論. 東京: 医学書院; 2011. 460-73. 
・塩飽仁ほか. 第 8 章 トータルケア 心理面へのケア「総論」「時期別ケア；診断時の心理と看護, 再発時の

支援」, 特別な配慮が必要な問題「ボディイメージの変化, 小児がんのサイコオンコロジー」. In：丸 光惠, 
石田也寸志（監）. ココからはじめる小児がん看護. 東京: へるす出版; 2009. 250-74. 

【主な受賞】 
・佐藤志保, 佐藤幸子, 塩飽仁. 採血を受ける子どもの非効果的対処行動の関連要因の検討. 日本看護学

研究学会雑誌. 2011;34(4):23-31. （日本看護研究学会平成 24 年度奨励賞） 
・高見三奈, 佐藤幸子, 塩飽仁. 親の役割受容と親役割行動が子どもの評価する家族機能と精神的健康に

与える影響. 日本看護学研究学会雑誌. 2009;32(2):55-63. （日本看護研究学会平成 22 年度奨励賞） 
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 研究分野名 精神看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：齋藤秀光、講師：吉井初美、助教：光永憲香、 
大学院（博士課程）2 名、大学院（修士課程）3 名、卒業研究生 10 名 

 
2. 主な研究テーマ 

精神看護学分野は、看護師を主とする職業人、精神障害者およびその家族のメンタルヘルスを支援すること

を目的とした研究に取り組んでいる。精神障害者に関しては、精神疾患の発症ないし再発予防やスティグマ

対策などの研究を、家族に関しては、精神科以外の患者の家族に対する研究を行っている。 
【主な研究テーマ】 
1. 看護師のメンタルヘルス支援 
2. 精神疾患の発症予防および再発予防の支援 
3. 精神障害者に対するスティグマ対策 
4. 家族のメンタルヘルス支援 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 松本和紀, 濱家由美子, 光永憲香, 内田知宏, 砂川恵美, 大室則幸, 桂雅宏, 松岡洋夫. サイコーシ

ス早期段階における CBT の活用. 精神神経学雑誌. 2013;115(4):390-98. 
 Yoshii H. Qualitative study of stigmatization of mental illness in the Japanese workplace: the 

experience of mentally disabled people. Health. 2013;5(9):1378-85. 
 吉井初美, 北村信隆, 齋藤秀光, 赤澤宏平. 統合失調症患者の口腔衛生支援：レビュー. 総合病院精神

医学. 2013;25:268-76. 
 Yoshii H, Watanabe Y, Kitamura H, Akazawa K. Schizophrenia knowledge and attitudes 

toward help-seeking among Japanese fathers and mothers of high school students. Health. 
2013;5(3A):497-503.  
 Yoshii H, Watanabe Y, Mazumder AH, Kitamura H, Akazawa K. Stigma toward schizophrenia 

among parents of high school students. Global Journal of Health Science. 2013;5(6):46-53.  
 斎藤秀光, 冨永美弥, 高松幸生, 伊藤文晃, 井藤佳恵, 山崎尚人, 上埜高志, 島田 哲, 田島つかさ, 中

保利通, 吉田寿美子, 松岡洋夫. 緩和ケアにおける家族への精神的支援. 精神医学. 2012;54:419-426. 
 吉井初美. 職場での精神障害者に対するスティグマ問題. 産業精神保健. 2012;20(2):135-141.  
 齋 二美子. 精神科熟練看護師が捉えたうつ病患者に対する退院支援を判断するための患者の反応と介

入過程. 日本精神保健看護学会誌. 2011;20(1):10-20.  
 山口紗穂, 上埜高志, 斎藤秀光, 佐藤喜根子, 菊地紗耶, 齋 二美子, 加藤道代, 明城光三, 上原茂樹, 

小野寺 弘. 妊産褥婦の心理社会的状態に関する研究－宮城県内の助産師外来利用者を対象にして－. 
東北大学医学部保健学科紀要. 2011;20:81-89.  

【主な著書】 
 斎藤秀光. In: 精神保健福祉白書編集委員会（編）. 精神保健福祉白書 2012 年度版. 東京: 中央法規出

版株式会社; 2011. p. 153.  
 斎藤秀光. てんかん. In: 精神保健福祉白書編集委員会（編）. 精神保健福祉白書 2011 年度版. 東京: 

中央法規出版株式会社; 2010. p.151.  
 斎藤秀光. てんかん. In: 石井厚（監修）. 新版精神保健第 2 版. 東京: 医学出版社; 2010. p. 91-7. 
【主な受賞】 
 濱家由美子, 内田知宏, 光永憲香, 大室則幸, 松本和紀, 松岡洋夫. 顕在発症後早期の psychosis に対

する心理的アプローチ―個別的な早期支援プログラムの試み― 第 5 回日本統合失調症学会; 2010 Mar 
26-27; 福岡.（奨励賞） 
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研究分野名 周産期看護学分野 

  
1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：佐藤喜根子、准教授：小山田信子 
大学院（博士課程）1 名、大学院（修士課程）4 名、卒業研究生 6 名 

 
2. 主な研究テーマ 

周産期看護学分野は、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期を含む次世代の育成に繋がる子育てなど、女性

や家族の健康に関することを、その時代に応じつつ様々な価値観の変化に伴う問題解決に対して、周産期

女性やご家族が安心して生活することを支えるための助産活動の提供を目的に研究に取り組んでいます。 
【主な研究テーマ】 
1. 周産期にある女性のメンタルヘルスケアに関する研究 
2. 周産期医療体制の研究 
3. 東日本大震災が周産期女性に及ぼす影響に関する研究 
4. 助産師の自立支援に必要な卒後教育体制に関する研究 
5. 地方における看護･助産教育成立過程の研究 
6. 学生の看護助産技術修得過程の研究 

  
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 小山田信子, 高橋みや子. 明治期の宮城県における看護婦の教育制度と身分法の成立過程-縣立宮城

病院附属看護婦養成所開校までの背景-. 日本看護歴史学会誌. 2008;21:56-67. 
 佐藤喜根子, 佐藤祥子. 妊娠期からの継続した心理的支援が周産期女性の不安・抑うつに及ぼす効果. 

日本母性衛生. 2010;51:215-25. 
 金澤悠介, 倉元直樹, 小山田信子, 吉沢豊子. 看護系大学の入試構造に見る高大接続問題. 大学入試

研究ジャーナル. 2011:49-57. 
 佐藤喜根子:東日本大震災が母親のメンタルヘルスに与えた影響,助産雑誌,10,858-863,2012 . 東日本

大震災が母親のメンタルヘルスに与えた影響. 助産雑誌. 2012;10:858-63. 
 菊池綾子, 小山田信子, 佐藤喜根子, 佐藤祥子. 第 2 子誕生後 2 ヵ月経過した男性の家族に対する意

識. 北日本看護学会誌. 2013;16:1-12. 
 Yoshii H, Saito H, Kikuchi S, Ueno T, Sato K. Maternal Anxiety 16 Months after the Great 

East Japan Earthquake Disaster Area: First Report. Health. 2014;6(10):870-8. 
 Yoshii H, Saito H, Kikuchi S, Ueno T, Sato K. Report on maternal anxiety 16 months after the 

great East Japan earthquake disaster: anxiety over radioactivity. Glob J Health Sci. 
2014;6(6):36862. 

【主な受賞】 
 佐藤祥子, 塩野悦子. 初妊婦の自己概念の変化への戸惑い. 第 24 回日本助産学会学術集会; 2010 

Mar 20-21; 筑波. （優秀ポスター賞） 
 佐藤喜根子, 菊池笑加, 小山田信子, 佐藤祥子. 東日本大震災が子育て中（乳児期）の母親の心理に及

ぼす影響. 第 41 回日本女性心身医学会; 2012 Aug 4-5;東京.  （優秀演題賞） 
 菊池笑加, 佐藤喜根子, 小山田信子, 佐藤祥子. 震災前後に子どもが誕生した父親の生活と心身の健康

状態－東日本大震災から 1 年 4 ヶ月後の調査－. 第 15 回日本母性看護学会; 2013 July 6-7; 仙台. 
（優秀ポスター賞） 
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研究分野名 ウィメンズヘルス看護学分野 

  

1. 分野構成（2014 年 4 月 1 日時点） 

教授：吉沢豊子、准教授：跡上富美、助教：中村康香、事務補佐員 1 名 
大学院（博士後期課程）4 名、大学院（博士前期課程）3 名 

 
2. 主な研究テーマ 

女性の健康に係わることを広く研究し、一生涯にわたる女性の健康の向上およびＱＯＬの向上を目指し、 
研究に取り組んでいます。 
【主な研究テーマ】 
1. 家族形成時期の coparenting に関する研究 
2. 妊娠先行婚女性の家族形成過程に関する研究 
3. 切迫早産妊婦に関する研究 
4. 女性の下肢浮腫、冷え症に関する研究 

 
3. 主な研究業績（2008 年 4 月以降） 

【主な研究論文】 
 吉沢豊予子. 特集 看護学において若手研究者をどう育てるか？（I）将来の看護学を構築する卓越した若

手研究者をどう育てるか. 看護研究. 2014;47(1):6-13. 
 Sato M, Atogami F, Nakamura Y, Kusaka Y, Yoshizawa T. Remote community-based public 

health nursing during a disaster: an ethnographic case study in Japan. Australas Emerg Nurs 
J. 2014;17(3):106-11. 
 跡上富美, 中村康香, 武石陽子, 伊藤直子, 吉沢豊予子. 妊娠先行型結婚をした女性の妊娠経過におけ

る快適性の変化. 日本母性看護学会誌. 2014;14(1):50-6. 
 日下裕子, 吉沢豊予子, 中野弘枝, 鈴木花菜, 千葉美貴, 竹内真帆, 中村康香. リンパ浮腫予防教育プ

ログラムの開発―知識教育に焦点をあてて―. リンパ浮腫管理の研究と実践. 2013;1(1):33-41. 
 Takeuchi M, Yoshizawa T, Kusaka Y, Furusawa Y, Nakamura Y, Atogami F, Niikura H . 

Detecting subclinical secondary lymphoedema using bioimpedance: A preliminary study. J 
Lymphoedema; 2013;8(2):16-20. 
 今村麻乃, 中村康香, 跡上富美, 吉沢豊予子. 入院している切迫早産妊婦の肯定的な体験について. 母

性衛生. 2013;54(2):346-53. 
 Nakamura Y, Takeishi Y, Atogami F, Yoshizawa T . Assessment of the QOL in Japanese 

pregnant women: comparison among hospitalized, outpatient and non-pregnant women. Nurs 
Health Sci. 2012;14:182-8. 
 Nakamura Y, Atogami F, Yoshizawa T. Assessment of maternal psychosocial adaptation in pre-

labor hospitalized pregnant women in Japan. Nurs Rep. 2011;1(1):35-9. 
【主な著書】  
 新道幸恵（監）. 吉沢豊予子, 跡上富美, 中村康香（企画）. メディカエクセレント DVD シリーズ手掌圧が見

てわかる！[分娩介助技術 ]-分娩介助のポジショニングと可視化された手掌圧で技術の向上に役立つ. 大
阪: メディカ出版; 2013. 
 吉沢豊予子, 跡上富美, 中村康香, 他. In：中野仁雄, 新藤幸惠, 遠藤俊子. 新体系看護学全書 母性看

護学 1 母性看護学概論／ウィメンズヘルスと看護. 東京: メヂカルフレンド社; 2012. 
 中村康香, 他. In：中野仁雄, 遠藤俊子, 新藤幸惠（編）.新体系看護学全書 母性看護学 2 マタニティサイ

クルにおける母子の健康と看護. 東京: メヂカルフレンド社; 2012. 
【主な受賞】 
 武石陽子, 中村康香, 跡上富美, 吉沢豊予子. 妊娠期の快適性に関する尺度の開発. 第 6 回日本母性

看護学会学術論文賞 2012. 
 跡上富美. 平成 23 年度東北大学医学部・医学系研究科教育貢献賞 2012 Mar. 
 中村康香. 第 2 回日本母性看護学会学術論文賞 2008. 
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4. カリキュラム 

4-1. 学部カリキュラム 

【平成 26 年度 看護学専攻専門教育科目】 

 

1 2 3 4 5 6 7 8
医療解剖学 2 60 30 30
生体機能学Ⅰ 1 30 30
生体機能学Ⅱ 1 30 30
代謝学 2 30 30
遺伝情報学　※１ 1 15 15
免疫学 2 30 30
発達心理学 1 15 15
生命倫理 1 15 15
病理学 2 30 30
病原微生物学 1 30 30
臨床薬理学 2 30 30
家族関係論 1 15 15
公衆衛生学 1 30 30
社会保障制度論 1 15 15
保健医療福祉行政論 1 15 15
国際保健学 1 15 15
食生活論 1 15 15
運動生活論 1 15 15
リハビリテーション学 1 15 15
看護情報演習 1 30 30
医療経済学 1 15 15
看護管理・政策論 2 30 30
看護教育学 1 15 15
看護学原論Ⅰ 1 15 15
看護学原論Ⅱ 1 15 15
看護技術論Ⅰ 1 30 30
看護技術論Ⅱ 2 60 30 30
看護技術論Ⅲ 1 30 30
看護技術論Ⅳ 1 30 30
看護研究原論 1 15 15
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45
基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90
成人看護学原論 1 15 15
成人看護方法論Ⅰ 2 60 60
成人看護方法論Ⅱ 2 60 60
成人看護学実習Ⅰ 3 135
成人看護学実習Ⅱ 3 135
老年看護学原論 1 15 15
老年看護方法論 2 60 60
老年看護学実習 3 135
小児看護学原論 1 15 15
小児看護方法論 2 60 30 30
小児看護学実習 3 135
精神看護学原論 1 15 15
精神看護方法論 2 60 60
精神看護学実習 3 135
女性健康科学原論 1 15 15
母性看護方法論 2 60 60
母性看護学実習 3 135
地域看護学原論 1 15 15
地域看護方法論 2 45 45
地域看護学実習　　　　　1 45 45
在宅看護論             1 30 30
緩和ケア看護論 1 15 15
助産学原論　※１ 1 15 15
助産診断学　※１ 2 60 60
助産技術学　※１ 3 90 30 60
助産管理論　※１ 1 15 15
新生児看護論　※１ 1 30 30
助産学実習　※１ 8 360 180 180
総合看護学実習 2 90 90
学術英語 1 15 15
チーム医療 1 15 15
卒業研究 3 90 30 30 30

※開設セメスター等は変更する場合もあるので,その年度の時間割やシラバスで確認してください。

健康の支援科目

卒業要件：全学教育科目４１単位、専門教育科目８６単位（専門基礎科目２７単位、専攻専門科目５９単位）、合計１２７単位以上修得

135

総合科目

135

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目

助産師の国家試験受験
資格を希望する者は※
１の科目は必修とな
る。

単位数

時間

135

135

看護展開科目

選択

看護基幹科目

２年次

135

135

開設年次・セメスター・時間数

必修
備　　考

人間の理解科目

１年次 ３年次 ４年次区　　分 授　業　科　目
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4-2. 大学院カリキュラム 

【平成 26 年度 保健学専攻博士課程（前期 2 年の課程）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 必修 選択

看護学研究方法論 2 吉沢 看護アセスメント学特論Ⅰ 2 丸山

 看護学研究のための統計学 2 宮下 看護アセスメント学特論Ⅱ 2 丸山

看護倫理 2 朝倉 看護アセスメント学セミナー 4 丸山

理論看護学アプローチ 2 朝倉 看護教育・管理学特論Ⅰ 2 朝倉

医療教育論 2 小山田 看護教育・管理学特論Ⅱ 2 朝倉

医療･看護政策論 2 末永 看護教育・管理学特論セミナー 4 朝倉

がん科学 2 今谷 老年保健看護学特論 2 齋藤（美）

がん診療トレーニング 2 今谷 老年リハビリテーション看護学特論 2 菊地

先端放射線科学概論 2 町田 老年保健看護学セミナー 4 看護学コース教員

検査医科学概論 2 林 地域ケアシステム看護学特論Ⅰ 2 末永

災害医学概論 2 張替 地域ケアシステム看護学特論Ⅱ 2 末永

医用動物学 1 清水 地域ケアシステム看護学セミナー 4 末永

分子・遺伝生物学Ⅰ 1 中山（啓） 地域保健学セミナー 4 南

医学統計学入門 2 山口 公衆衛生看護学特論Ⅰ 2 大森

医学データ解析入門 2 山口 公衆衛生看護学特論Ⅱ 2 大森

論文研究 10 各指導教授 公衆衛生看護学セミナー 4 大森

課題研究 5 各指導教員 公衆衛生看護学原論 2 大森

公衆衛生看護学活動論Ⅰ 2 大森

公衆衛生看護学活動論Ⅱ 4 大森

地域ケアシステム看護学活動論Ⅰ 4 末永

地域ケアシステム看護学活動論Ⅱ 4 末永

疫学 2 南

保健統計学 2 南

保健医療福祉行政特論 3 南

公衆衛生看護学実習Ⅰ 2 大森

公衆衛生看護学実習Ⅱ 2 大森

地域ケアシステム看護学実習Ⅰ 3 末永

地域ケアシステム看護学実習Ⅱ 3 末永

公共哲学 2 末永

社会システム論 2 末永

環境保健論 2 南

災害メンタルヘルス論 2 富田[災害]

科目区分 授業科目
一般コース

代表教員 科目区分 授業科目
一般コース

代表教員

共

通

選

択

科

目

基

礎

・

健

康

開

発

看

護

学

領

域

特別研究

科目

（

保

健

師

必

修

科

目
）

専

門

科

目

看

護

学

コ
ー

ス

（

保

健

師

選

択

科

目
）
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【平成 26 年度 保健学専攻博士課程（後期 3 年の課程）】 

  

必修 選択 必修 選択

コンサルテーション論 2 塩飽 小児看護学特論Ⅰ 2 塩飽

臨床薬理学 2 今谷 小児看護学特論Ⅱ 2 塩飽

フィジカルアセスメント 2 佐藤(冨) 小児看護学セミナーⅠ 4 塩飽

病態生理学 2 塩飽 小児看護学セミナーⅡ 2 塩飽

がん看護学特論Ⅰ 2 佐藤(冨) 小児看護学セミナーⅢ 2 塩飽

がん看護学特論Ⅱ 2 佐藤(冨) 小児専門看護学実習Ⅰ 2 塩飽

がん看護学セミナーⅠ 2 佐藤(冨) 小児専門看護学実習Ⅱ 8 塩飽

がん看護学セミナーⅡ 2 佐藤(冨) リエゾン精神看護論 2 齋藤(秀)

緩和ケア看護学特論Ⅰ 2 宮下 家族のメンタルヘルス論 2 齋藤(秀)

緩和ケア看護学特論Ⅱ 2 宮下 精神保健看護学セミナー 4 齋藤(秀)

緩和ケアトレーニング 1 宮下 周産期看護学特論 2 佐藤(喜)

緩和ケア看護学セミナーⅠ 2 宮下 周産期メンタルヘルスケア論 2 佐藤(喜)

緩和ケア看護学セミナーⅡ 2 宮下 周産期看護学セミナー 4 佐藤(喜)

がん看護専門看護学実習Ⅰ 2 佐藤(冨) 女性生涯看護学特論Ⅰ 2 吉沢

がん看護専門看護学実習Ⅱ 6 佐藤(冨) 女性生涯看護学特論Ⅱ 2 吉沢

がん看護専門看護学実習Ⅲ 2 宮下 ウィメンズヘルス看護学セミナー 4 吉沢

代表教員

専

門

科

目

看

護

学

コ
ー

ス

家

族

支

援

看

護

学

領

域

授業科目
一般コース

代表教員科目区分 授業科目
一般コース

科目区分

専

門

科

目

看

護

学

コ
ー

ス

家

族

支

援

看

護

学

領

域

授業科目 必修 選択 代表教員 授業科目 必修 選択 代表教員

2 高橋 基礎・健康開発看護学セミナーⅠ 2 丸山

丸山 基礎・健康開発看護学セミナーⅡ 2 末永

齋藤(春) 家族支援看護学セミナーⅠ 2 塩飽

看護科学方法論 2 吉沢 家族支援看護学セミナーⅡ 2 吉沢

分子医科学 2 林 基礎・健康開発看護学特論 2 丸山

社会・環境医学 2 南 家族支援看護学特論 2 塩飽

保健学論文研究 8 各指導教授

※次の各号により、16単位以上を修得すること。

1. 共通科目のうちから、指導教員の指示により、2単位以上。

2. 領域別の専門科目から、指導教員の指示により、4単位以上。

3. 保健学論文研究8単位。

特別研究科目

専

門

科

目

科目区分 科目区分

共

通

科

目

共

通

選

択

科

目

健康科学論 看

護

学

コ
ー

ス
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5. 教員 

5-1. 現在の教員一覧（2014 年 4 月現在） 

【基礎・健康開発看護学領域】 

看護アセスメント学分野  

 教授 丸山良子 （看護師・保健師、博士（医学））  

 講師 菅野恵美 （看護師・保健師、博士（医学）） 

看護教育・管理学分野 

 教授 朝倉京子 （看護師・保健師、博士（看護学）） 

老年・在宅看護学分野 

 講師 齋藤美華 （看護師・保健師、博士（看護学）） 

 助手 坂川奈央 （看護師・保健師、修士（看護学）） 

地域ケアシステム看護学分野 

 教授 末永カツ子 （看護師・保健師、博士（教育学）） 

 准教授 高橋香子 （看護師・保健師、修士（障害科学）） 

 助教 栗本鮎美 （看護師・保健師、修士（医科学）） 

地域保健学分野 

 教授 南優子  （医師、博士（医学）） 

公衆衛生看護学分野 

 教授 大森純子 （看護師・保健師、博士（看護学）） 

 助教 田口敦子 （看護師・保健師、修士（保健学）） 

 

【家族支援看護学領域】 

成人看護学分野 

 教授 今谷晃  （医師、博士（医学）） 

 講師 菊地史子 （看護師、博士（障害科学）） 

がん看護学分野 

 教授 佐藤冨美子 （看護師・保健師、博士（看護学）） 

 助教 佐藤菜保子 （看護師、博士（医学）） 

緩和ケア看護学分野 

  教授 宮下光令 （看護師・保健師、博士（保健学）） 

  助教 佐藤一樹 （看護師・保健師、博士（保健学）） 

小児看護学分野 

 教授 塩飽仁   （看護師・保健師、博士（医学）） 

 助教 鈴木祐子  （看護師・保健師、修士（看護学）） 

 助手 井上由紀子 （看護師・保健師、修士（看護学）、小児看護専門看護師） 

   ※東北大学病院助手と兼務 

精神看護学分野 

 教授 齋藤秀光 （医師、博士（医学）） 

 講師 吉井初美 （看護師・精神保健福祉士、博士（医学）） 

 助教 光永憲香 （看護師・保健師、修士（看護学））   
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周産期看護学分野 

 教授 佐藤喜根子 （看護師・助産師、博士（教育学）） 

 准教授 小山田信子 （看護師・助産師、修士（看護学）） 

ウィメンズヘルス看護学分野 

 教授 吉沢豊子 （看護師・助産師・保健師、博士（看護学）） 

 准教授 跡上富美 （看護師・助産師・保健師、博士（健康科学）） 

 助教 中村康香 （看護師・助産師・保健師、博士（看護学）） 

※学位の記載形式は、「学位（専攻分野）」で統一した 

（例えば、実際に授与された学位は「博士（医学）」ではなく「医学博士」である場合がある） 

 

 

5-2. これまで在籍した教員一覧（平成 15 年度～現在、現職除く、所属・職位は最終在籍時のもの） 

石田眞知子 看護管理学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 19 年 3 月） 

板垣惠子 基礎看護学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 19 年 3 月） 

伊藤美由紀 成人病態学分野 助教 （平成 15 年 10 月 ～平成 20 年 3 月） 

大槻久美 老年保健学分野 助手 （平成 21 年 4 月 ～平成 25 年 3 月） 

柏倉栄子 がん看護学分野 准教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 26 年 3 月） 

河合賢朗 地域保健学分野 助教 （平成 23 年 4 月 ～平成 24 年 11 月） 

川原礼子 老年保健学分野 教授 （平成 17 年 4 月 ～平成 25 年 3 月） 

小林光樹 成人看護学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 23 年 3 月） 

今野弘子 助手 （平成 15 年 10 月 ～平成 16 年 3 月） 

齋二美子 精神看護学分野 准教授 （平成 16 年 4 月 ～平成 24 年 3 月） 

齋藤ひろみ 地域看護学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 18 年 3 月） 

櫻井香澄 がん看護学分野 助手 （平成 21 年 4 月 ～平成 21 年 8 月） 

佐藤祥子 周産期看護学分野 助教 （平成 15 年 10 月 ～平成 26 年 3 月） 

佐藤千代子 基礎看護技術学分野 助手 （平成 17 年 9 月 ～平成 18 年 3 月） 

佐藤みほ 看護教育・管理学分野 助教 （平成 22 年月 ～平成 26 年 3 月） 

佐藤理恵 母子病態学分野 助手 （平成 15 年 10 月 ～平成 16 年 11 月） 

杉山敏子 看護アセスメント学分野 准教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 20 年 9 月） 

鈴木和広 地域ケアシステム看護学分野 助教 （平成 18 年 4 月 ～平成 22 年 3 月） 

關亦明子 看護アセスメント学分野 講師 （平成 20 年 10 月 ～平成 22 年 3 月） 

高林俊文 母子病態学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 20 年 7 月） 

富澤弥生 小児看護学分野 助手 （平成 15 年 10 月 ～平成 18 年 3 月） 

根本良子 がん看護学分野 教授 （平成 15 年 10 月 ～平成 21 年 3 月） 

平野かよ子 国際看護管理学分野 教授 （平成 20 年 4 月 ～平成 25 年 3 月） 

森鍵祐子 老年看護学分野 助教 （平成 18 年 4 月 ～平成 21 年 3 月） 

藪田歩 家族・発達精神看護学分野 助手 （平成 21 年 4 月 ～平成 22 年 2 月） 

和田雪 家族・発達精神看護学分野 助教 （平成 19 年 4 月 ～平成 22 年 3 月） 

渡邊生恵 看護アセスメント学分野 助教 （平成 15 年 10 月 ～平成 26 年 3 月）
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6. 各種データ 

6-1. 学部入試情報 

【一般入試倍率・入学率】 

 募集人員 志願者 倍率 合格者 入学者 

平成 16 年度入学試験（前期） 50 130 2.6 倍 54 51 

平成 16 年度入学試験（後期） 20 140 7.0 倍 20 (1) 18 

平成 17 年度入学試験（前期） 50 120 2.4 倍 56 53 

平成 17 年度入学試験（後期） 20 110 5.5 倍 22 19 

平成 18 年度入学試験（前期） 50 91 1.8 倍 56 51 

平成 18 年度入学試験（後期） 20 108 5.4 倍 24 (2) 19 

平成 19 年度入学試験（前期） 50 111 2.2 倍 56 52 

平成 19 年度入学試験（後期） 20 88 4.4 倍 25 (1) 17 

平成 20 年度入学試験 55 114 2.1 倍 56 53 

平成 21 年度入学試験 55 123 2.2 倍 57 54 

平成 22 年度入学試験 55 167 3.0 倍 56 52 

平成 23 年度入学試験 55 156 2.8 倍 58 57 

平成 24 年度入学試験 55 140 2.5 倍 56 53 

平成 25 年度入学試験 55 134 2.4 倍 58 52 

平成 26 年度入学試験 55 123 2.2 倍 60 55 

※「合格者」は追加合格者の人数を含まない、（ ）内は追加合格者の人数を示す 

 

 

【AO 入試倍率・入学率】 

 募集人員 志願者 倍率 合格者 入学者 

平成 20 年度入学試験（AO） 15 55 3.7 倍 19 19 

平成 21 年度入学試験（AO） 15 43 2.9 倍 17 17 

平成 22 年度入学試験（AO） 15 54 3.6 倍 20 20 

平成 23 年度入学試験（AO） 15 49 3.3 倍 17 17 

平成 24 年度入学試験（AO） 15 57 3.8 倍 15 15 

平成 25 年度入学試験（AO） 15 35 2.3 倍 16 16 

平成 26 年度入学試験（AO） 15 34 2.3 倍 15 15 
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6-2. 大学院入試情報 

【修士課程入試倍率・入学者数（看護学専攻のみ）】 

 入学者 

 募集人員 志願者 倍率 合格者 全体 
専門看護師

コース 

平成 20 年度入学試験 24 21 0.9 倍 17 17 1 

平成 21 年度入学試験 24 13 0.5 倍 11 10 3 

平成 22 年度入学試験 24 21 0.9 倍 16 14 3 

平成 23 年度入学試験 24 15 0.6 倍 13 13 5 

平成 24 年度入学試験 24 13 0.5 倍 12 11 3 

平成 25 年度入学試験 24 11 0.5 倍 9 9 2 

平成 26 年度入学試験 24 15 0.6 倍 11 11 4 

※ 募集人員は、保健学専攻 3 コース（看護学、放射線技術科学、検査技術科学）全体での人数 

※ 倍率は、保健学専攻 3 コース全体での募集人員に対する看護学コース志願者の比 

 

 

【博士課程入試倍率・入学者数（看護学専攻のみ）】 

 募集人員 志願者 倍率 合格者 入学者 

平成 22 年度入学試験 10 4 0.4 倍 4 4 

平成 23 年度入学試験 10 5 0.5 倍 4 4 

平成 24 年度入学試験 10 9 0.9 倍 7 7 

平成 25 年度入学試験 10 12 1.2 倍 10 8 

平成 26 年度入学試験 10 6 0.6 倍 4 3 

※ 募集人員は、保健学専攻 3 コース（看護学、放射線技術科学、検査技術科学）全体での人数 

※ 倍率は、保健学専攻 3 コース全体での募集人員に対する看護学コース志願者の比 
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6-3. 学部卒業後の進路 

【国家試験受験資格取得状況（新卒者）】 

 保健師 助産師 看護師

平成 19 年度卒業 73 20 63 

平成 20 年度卒業 76 15 66 

平成 21 年度卒業 73 15 63 

平成 22 年度卒業 80 16 70 

平成 23 年度卒業 69 13 66 

平成 24 年度卒業 73 15 71 

平成 25 年度卒業 69 13 69 

※ 助産師コースは選抜制 

 

 

【国家試験合格状況（新卒者+既卒者）】 

 保健師 助産師 看護師 

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

平成 19 年度施行 73 69 95% 20 19 95% 64 63 98% 

平成 20 年度施行 77 77 100% 16 16 100% 67 65 97% 

平成 21 年度施行 73 68 93% 15 8 53% 63 63 100%

平成 22 年度施行 81 79 98% 19 19 100% 70 70 100%

平成 23 年度施行 73 70 96% 13 13 100% 66 66 100%

平成 24 年度施行 75 74 99% 16 15 94% 71 68 96% 

平成 25 年度施行 70 67 96% 14 12 86% 72 72 100%
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【学部卒業後の進路】 

 就職 進学  

 卒業数 看護師 助産師 保健師 一般職 大学院 
各種学校 
・大学等 

その他

平成 19 年度卒業 73 35 14 (1) 8 1 8 (1) 5 3 

平成 20 年度卒業 76 38 9 14 2 6 5 2 

平成 21 年度卒業 73 45 (1) 8 (1) 8 (1) 2 9 (1) 2 1 

平成 22 年度卒業 80 62 (11) 15 (11) 6 0 4 3 1 

平成 23 年度卒業 69 44 (4) 12 (4) 12 1 1 1 2 

平成 24 年度卒業 73  49 (3) 12 (3) 5 1 7 1 1 

平成 25 年度卒業 69 42 (1) 11 (1) 9 0 8 0 0 

※（ ）は、重複してカウントした人数 
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6-4. 大学院修了後の進路 

【修士課程】 

 
学位取得 

博士課程

進学 
大学教員

看護学校

教員 
看護師・

助産師 
保健師 その他 

平成 21 年度修了 8 1 1 0 5 0 1 

平成 22 年度修了 10 1 1 0 6 2 0 

平成 23 年度修了 13 2 (1) 2 (1) 1 6 2 1 

平成 24 年度修了 16 2 0 0 11 1 2 

平成 25 年度修了 9 2 0 0 6 0 1 

※（ ）は、重複してカウントした数 

※ 社会人院生であった学生が博士課程に進学後も仕事を継続した場合は、就職者には含まなかった 

 

 

【専門看護師取得状況】（認定数は平成 26 年 12 月現在） 

 がん看護専門看護師 小児看護専門看護師 

修了数 認定数 修了数 認定数 

平成 21 年度修了 0 - － － 

平成 22 年度修了 2 2 (100%) － － 

平成 23 年度修了 1 0 (0%) － － 

平成 24 年度修了 2 2 (100%) 6 4 (67%) 

平成 25 年度修了 2 2 (100%) 1 0 (0%) 

※「修了者」は、専門看護師認定審査の受験資格を有する修了者の人数 

※「認定数」は、専門看護師の認定審査に合格したものの人数 

※ 専門看護師認定審査の有資格者のなかには、専門看護師の認定を希望しない者も含まれる 

 

 

【博士課程】 

  教育機関・研究機関    

 
学位取得 大学教員 その他 

看護師・

助産師 
保健師 その他 

平成 24 年度修了 0 － － － － － 

平成 25 年度修了 2 1 1 0 0 0 
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6-5. 大学院修了者の学位論文一覧 

【修士課程】 

平成 21 年度（2009 年度） 

 鎌田美千代. 看護師の与薬業務における医療情報と医療行為の乖離の分析.（平野かよ子教授） 

 河村真人. 長野県佐久地域の 2008/09 シーズンにおける季節性インフルエンザ流行時での医療機関受

診の検討.（丸山良子教授） 

 佐々木康之輔. Evaluation of respiratory pattern on human heart rate variability（心拍変動におけ

る呼吸の評価）.（丸山良子教授） 

 庄司香織. エストロゲンと加齢が自律神経活動の調節に及ぼす影響.（丸山良子教授） 

 関智示. 褥婦に出現する産褥早期の下肢浮腫の経時的変化と弾性ストッキングの効果に関する検討.

（吉沢豊子教授） 

 武石陽子. 妊娠期の快適性に関する尺度の開発.（吉沢豊子教授） 

 武田晶子. 子どもの病気のイメージと「自分の病気について知ること」の意識および保護者の意識の

実態とそれらの関連.（塩飽仁教授） 

 松井憲子. 敗血症と全身性炎症反応症候群患者の自律神経活動の変化について.（丸山良子教授） 

 

平成 22 年度（2010 年度） 

 青木咲奈枝. がん患者の外来放射線治療による有害事象の苦痛度とクオリティ・オブ・ライフの関連.

（佐藤冨美子教授） 

 伊藤加奈子. 中堅保健師の OJT と実践コミュニティに関する研究.（末永カツ子教授） 

 桂田かおり. 死産・新生児死亡を経験した父親の「子どもの死の実感プロセス」.（佐藤喜根子教授） 

 鎌倉美穂. 貯血式自己血採血をモデルとした循環血液量減少が循環動態と自律神経活動に及ぼす影響.

（丸山良子教授） 

 坂村佐知. 妊娠先行型結婚夫婦の関係性が養育環境に及ぼす影響－早産児を出産した女性を対象にし

て－.（吉沢豊子教授） 

 佐々木理衣. 初発乳がん術後補助化学療法を受ける患者の気がかりとソーシャル・サポートの関連.

（佐藤冨美子教授） 

 千葉春香. 出生体重が循環動態と自律神経活動に及ぼす影響.（丸山良子教授） 

 永井瑞希. 女子長距離選手における月経異常が自律神経系・心血管系・運動パフォーマンスに及ぼす

影響.（丸山良子教授） 

 芳賀麻有. 睡眠時姿勢特性と自律神経活動および呼吸機能との関連性の検討.（丸山良子教授） 

 平尾由美子. 在宅療養高齢者の足爪白癬の罹患状況、管理の実態、および QOL への影響に関する研

究.（川原礼子教授） 

 

平成 23 年度（2011 年度） 

 荒屋敷純子. 東日本大震災発生から一週間の看護職の労働実態〜性別・婚姻が災害時の労働に与えた

影響〜.（吉沢豊子教授） 

 井上芙蓉子. がん診療に携わる看護師の緩和ケアに関する知識・困難感・実践の実態と関連要因－日

本の４地域全体を対象とした多施設調査－.（宮下光令教授） 
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 岡野恵. 小児病棟に勤務するチャイルドライフスペシャリストの役割と機能に関する研究〜子ども中

心の医療を推進するスペシャリストとは〜.（平野かよ子教授） 

 菊池綾子. 第２子誕生後２か月経過した男性の家族に対する意識.（佐藤喜根子教授） 

 熊谷賀代. 正常新生児の生後１か月までの体重増減量と完全母乳育児継続の関連要因の明確化.（吉沢

豊子教授） 

 小松恵. 高齢者の看取りにおいて、訪問看護師が「よい」あるいは「心残り」と感じた背景の研究.

（川原礼子教授） 

 佐々木久美子. 産業看護職における CSR（企業の社会的責任）の認識プロセス.（末永カツ子教授） 

 品川優理. 乳癌患者に対する喫煙の影響－乳癌細胞株とタバコ煙抽出物を用いた検討－.（丸山良子教

授） 

 高橋奈津子. 介護老人保健施設に入所している高齢者の下肢浮腫に関する調査―加齢、日常生活にお

ける影響因子、および利尿薬との関連性について―.（川原礼子教授） 

 竹内真帆. Changes in the lower limb of patients before and after Gynecologic surgery including 

LND: implication for early lymphedema assessment（婦人科リンパ節廓清術後の下肢の変化―続発

性リンパ浮腫の早期発見に向けて―）.（吉沢豊子教授） 

 丹治史也. Personality and All－cause, Cause－specific Mortality in Japan: the Miyagi Cohort 

Study（パーソナリティと全死因、死因別死亡リスクに関する前向きコホート研究）.（南優子教授） 

 成沢香織. 外来で分子標的治療を受けているがん患者の症状体験と QOL の関連.（佐藤冨美子教授） 

 藪田歩. 統合失調症をもつ患者の家族心理教育の効果.（齋藤秀光教授） 

 

平成 24 年度（2012 年度） 

 五十嵐美幸. がん患者の死亡場所に関連する要因 死亡票情報を用いた分析と都道府県別医療社会的

指標を用いた分析.（川原礼子教授） 

 石川涼. 知的障害を伴わない発達障害をもつ子どもの発見から就学における関係者の役割および連携

に関する実態調査.（塩飽仁教授） 

 烏日古木拉. 出生体重が血圧および自律神経活動に及ぼす影響 モンゴル族の若年成人を対象にした

検証.（丸山良子教授） 

 菅野雄介. 看護師による看取りのケアの質の評価尺度の信頼性・妥当性と関連要因の探索.（宮下光令

教授） 

 菊池笑加. 震災前後に子どもが誕生した父親の生活と心身の健康状態 －東日本大震災から１年４か

月後の調査－.（佐藤喜根子教授） 

 日下由利子. 看護師と患児および保護者が認識する病名と病状説明時における看護師の対応について

の実態調査.（塩飽仁教授） 

 佐山恭子. 入院した子どものきょうだいと母親が評価するきょうだい自身の人格的成長に関する調査

研究.（塩飽仁教授） 

 関貴子. 喫煙と肺がん罹患リスクに関する組織型別症例対照研究.（南優子教授） 

 高田望. 看護師の「集中治療室における積極的治療から看取りの医療」への意思決定参画に関する基

礎的研究.（平野かよ子教授） 
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 千葉みゆき. 化学療法を受ける転移再発大腸がん患者の心理的適応に関連する要因の検討.（佐藤冨美

子教授） 

 名古屋祐子. 遺族と医療者への面接から得られた看取りの時期にある小児がんの子どもと家族に必要

な要素.（塩飽仁教授） 

 納谷さくら. がん患者のオピオイドに対する懸念と疼痛コントロールの関連.（佐藤冨美子教授） 

 真溪淳子. アクションラーニングによる地域看護管理者研修の意義.（末永カツ子教授） 

 三谷綾子. 青年期以降の胆道閉鎖症患者の QOL とレジリエンスの特徴に関する調査研究.（塩飽仁教

授） 

 門間典子. 大学病院に勤務する中高年看護師の仕事継続要因の分析.（平野かよ子教授） 

 谷地舘千恵. 看護師が認識する子どものターミナルケアについてのインタビュー調査.（塩飽仁教授） 

 

平成 25 年度（2013 年度） 

 菅野喜久子. 東日本大震災の被災沿岸地域の医療者へのインタビュー調査に基づく災害時におけるが

ん緩和ケア・在宅医療の在り方に関する研究.（宮下光令教授） 

 木村智一. 児童養護施設の福祉職, 施設長, 看護師がとらえている児童養護施設の看護師の現状と役

割の実態調査.（塩飽仁教授） 

 日下裕子. リンパ浮腫発症の可能性に直面した時に感じる不本意さと不確かさ―婦人科がんサバイバ

ーの経験から―.（吉沢豊子教授） 

 下條祐也. 妻・母親役割を担う看護職の職業継続意思に影響する要因の検討―両立支援的組織風土に

注目して―.（朝倉京子教授） 

 長坂沙紀. 高機能広汎性発達障害当事者がセルフアドボカシー活動を行うまでの体験.（末永カツ子教

授） 

 包薩日娜. Effect of low birth weight on inflammation biomarkers and autonomic function in 

healthy young adults（若年健常者における出生体重が炎症性マーカーおよび自律神経機能に及ぼす

影響）.（丸山良子教授） 

 本田涼. 第２子が NICU に入院した母親の第１子への思いと対応.（佐藤喜根子教授） 

 三滝亜弥. 産業看護職が体験するリアリティショックと対処に関する研究.（末永カツ子教授） 

 横田則子. 外来で化学療法を受けるがん患者の埋め込み型中心静脈ポート留置部位と生活の支障との

関連.（佐藤冨美子教授） 

 

【博士課程】 

平成 25 年度（2013 年度） 

 有永洋子. アロマセラピーと簡易エクササイズを用いたセルフケアプログラムによる乳がん治療関連

リンパ浮腫管理に関する研究（佐藤冨美子教授） 

 清水恵. 受療行動調査におけるがん患者の療養生活の質の評価のための項目の適切性に関する研究

（宮下光令教授） 

 

  



34 
 

 

6-6. 業績数の推移  

【業績数の推移】 

 原著論文・総説 
（査読あり） 

原著論文・総説

（査読なし）、

紀要、解説 
著書 

国際学会

発表 
国内学会

発表 
英文論文 和文論文

平成 20 年（2008 年） 4 11 20 9 3 44 

平成 21 年（2009 年） 7 6 13 6 8 56 

平成 22 年（2010 年） 20 11 23 6 17 114 

平成 23 年（2011 年） 17 14 24 10 10 84 

平成 24 年（2012 年） 30 22 17 9 22 89 

平成 25 年（2013 年） 24 25 27 9 13 115 

合計 102 89 124 49 73 502 
  
※ 大学院が設置された平成 20 年以降のもの 

※ 教員・学生が保健学専攻に所属している期間中に発表された業績のみを数えた 

※ 査読のない原著論文は「原著論文・総説（査読なし）、紀要、解説」に含めた 

※ 重複カウントあり 

 

 

【外部資金獲得の推移】  

 新規研究費 継続研究費 その他 

外部資金  主任研究 分担研究 主任研究 分担研究

平成 20 年（2008 年） 11 6 4 2 0 

平成 21 年（2009 年） 8 9 10 6 0 

平成 22 年（2010 年） 11 7 11 14 3 

平成 23 年（2011 年） 14 5 14 13 1 

平成 24 年（2012 年） 20 13 19 11 3 

平成 25 年（2013 年） 19 23 22 18 0 

合計 83 63 80 64 7 
 
※ 大学院が設置された平成 20 年 4 月以降のもの 

※ 継続研究費は延数  
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7. 研究業績（2008 年 4 月～2013 年 12 月） 

研究業績は、東北大学大学院医学系研究科保健学専攻が設置された 2008 年以降 2013 年 12 月までの

業績について、教員が保健学専攻に所属している期間中に発表された業績を分野別に掲載する。 

（「外部資金獲得」のみ 2008 年 4 月～2014 年 3 月とした） 

 

7-1. 原著論文・総説（査読あり） 

【看護アセスメント学分野】 

1． Maruyama R. The effect of ambient particulate matter on cardiovascular responses. Earozoru 
Kenkyu. 2008;23(3):187-92. 

2． 菅野恵美, 鳥谷部荘八, 館正弘. ラット皮膚潰瘍創における緑膿菌バイオフィルムの微細構造. 形
態・機能. 2008;6(2):111-8. 

3． Kanno E, Toriyabe S, Zhang L, Imai Y, Tachi M. Biofilm formation on rat skin wounds by 
Pseudomonas aeruginosa carrying the gene fluorescent protein gene. Exp Dermatol. 
2010;19(2):154-6. 

4． 芳賀麻有, 丸山良子. 日本古来の「香」が自立神経系に及ぼす影響. 日本看護技術学会誌. 
2010;9(3):34-9. 

5． Kanno E, Kawakami K, Ritsu M, Ishii K, Tanno H, Toriyabe S, Imai Y, Maruyama R, Tachi M. 
Wound healing in skin promoted by inoculation with Pseudomonas aeruginosa PAO1: the 
critical role of tumor necrosis factor-α secreted from infiltrating neutrophils. Wound Repair 
Regen. 2011;19(5):608-21. 

6． Hatashi D, Kawakami K, Ito K, Ishii K, Tanno H, Imai Y, Kanno E, Maruyama R, Shimokawa 
H, Tachi M. Low-enagy extracorporeal shock wave therapy enhances skin wound healing in 
diabetic mice: a critical role of endothelial nitric oxide synthase. Wound Repair Regen. 
2012;20(6):887-95. 

7． Tanaka M, Ishii K, Miyazato A, Maki A, Abe Y, Miyasaka T, Yamamoto H, Akahori Y, Fue M, 
Takahashi Y, Kanno E, Maruyama R, Kawakami K. TLR9-dependent activation of bone 
marrow-derived dendritic cells by URA5 DNA from Cryptococcus neoformans. Infect Immun. 
2012;80(2):778-86. 

8． 菅野恵美, 丹野寛大, 館正弘. 皮膚創傷治癒過程における bFGF 産生への TNF-αの関与. 日本褥瘡

学会誌. 2012;14(2):113-20. 
9． Kanno E, Kawakami K, Miyairi S, Tanno H, Otomaru H, Hatanaka A, Sato S, Ishii K, Hayashi 

D, Shibuya N, Imai Y, Gotoh N, Maruyama R, Tachi M. Neutrophil-derived tumor necrosis 
factor-α contributes to acute wound healing promoted by N-(3-oxododecanoyl)-L-homoserine 
lactone from Pseudomonas aeruginosa. J Dermatol Sci. 2013;70(2):130-8. 

10．Kudo D, Toyama M, Aoyagi T, Akahori Y, Yamamoto H, Ishii K, Kanno E, Maruyama R, Kaku 
M, Kushimoto S, Kawakami K. Involvement of High Mobility Group Box 1 and the therapeutic 
effect of recombinant thrombomodulin in a mouse model of severe acute respiratory distress 
syndrome. Clinical Exp Immunol. 2013;173(2):276-87. 

11．Kudo D, Uno K, Aoyagi T, Akahori Y, Ishii K, Kanno E, Maruyama R, Kushimoto S, Kaku M, 
Kawakami K. Low-dose interferon-α treatment improves survival and inflammatory responses 
in a mouse model of fulminant acute respiratory distress syndrome. Inflammation. 
2013;36(4):812-20. 

12．Tanno H, Kawakami K, Kanno E, Ishii K, Hayashi D, Maruyama R, Tachi M. Role of invariant 
natural killer T cells in the skin wound healing. 東北医誌. 2013;125:144-5. 

【看護教育・管理学分野】 

13．籠玲子, 朝倉京子. 病院の外科病棟に勤務する看護師の役割認知とそれに関わる体験. 看護研究. 
2008;41(1):61-72. 
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14．Watanabe I, Kuriyama S, Kakizaki M, Sone T, Ohmori-Matsuda K, Nakaya N, Hozawa A, Tsuji 
I. Green tea and death from pneumonia in Japan;the Ohsaki cohort study. Am J Clin Nutr. 
2009;90(3):672-9. 

15．Hozawa A, Kuriyama S, Watanabe I, Kakizaki M, Ohmori K, Sone T, Nagai M, Sugawara Y, 
Nitta A, Qiang L, Ohkubo T, Murakami Y, Tsuji I. Participation in health check-ups and 
mortality using propensity score matched cohort analyses. Prev Med. 2010;51:397-402. 

16．朝倉京子, 朝倉隆司, 平野裕子, 兵藤智佳. 日比 EPA 締結後のフィリピンにおける看護の情勢・政

策の現状－フィリピン人看護師の国際移動を支える社会システムの現状と日本進出の可能性（第 2
報）. 看護管理. 2010;20(6):516-9. 

17．Asakura K, Watanabe I. The Survival Strategy of Male Nurses in Rural Areas of Japan. Jpn J 
Nurs Sci. 2011;8(2):194-202. 

18．Togari T, Satoh M, Yamazaki Y, Otemori R. The development of Japanese 13-item version of 
psychological sense of school membership scale for Japanese urban high school students. School 
Health. 2011;7:62-72. 

19．Togari T, Satoh M, Otemori R, Yonekura Y, Yokoyama Y, Kimura M, Tanaka W, Yamazaki Y. 
Sense of coherence in mothers and children, family relationships and participation in decision-
making at home: an analysis based on Japanese parent-child pair data. Health Promot Int. 
2012;27(2):148-56. 

20．渡邊生恵, 杉山敏子. 一般病床患者と看護師による療養環境評価の特性.日本看護研究学会雑誌. 
2012;35(5):117-28. 

21．Sugawara Y, Kakizaki M, Nagai M, Tomata Y, Hoshi R, Watanabe I, Nishino Y, Kuriyama S, 
Tsuji I. Lactation pattern and the risk for hormone-related female cancer in Japan: the Ohsaki 
Cohort Study. Eur J Cancer Prev. 2013;22(2):187-92. 

22．Tei-Tominaga M, Asakura T, Asakura K. Stigma towards nurses with mental illnesses: a study 
of nurses and nurse managers in hospitals in Japan. Int J Ment Health Nurs. 2013;23(4):316-
25. 

23．朝倉京子, 籠玲子. 中期キャリアにあるジェネラリスト・ナースの自律的な判断の様相. 日本看護科

学会誌. 2013;33(4):43-52. 
【老年・在宅看護学分野】 

24．森鍵祐子, 大竹まり子, 赤間明子, 鈴木育子, 佐藤千史, 小林淳子, 叶谷由佳. 急性期病院における

早期退院支援を目的としたスクリーニング票の導入. 日本在宅ケア学会誌. 2008;12(1):26-34. 
25．森鍵祐子, 齋藤美華, 川原礼子. 家族看護学を学習した学生の興味・関心の変化 ―教員が演じるロ

ールプレイングの演習を通して―. 北日本看護学会誌. 2008;10(2):33-40. 
26．齋藤美華, 齋藤美咲, 半沢みどり, 阿部由美, 角張範子, 齋藤真美, 大槻久美, 川原礼子. 外来化学療

法を受けている高齢がん患者の生活への思い. 北日本看護学会誌. 2010;13(1):21-9. 
27．川原礼子, 齋藤美華, 大槻久美. 訪問看護場面の尿閉に対する医行為の実態およびその認識 アセス

メント状況と看護師の判断でできると考え得る理由. 看護実践の科学. 2012;37(2):30-7. 
28．齋藤美華, 大槻久美, 川原礼子. 高齢者の排便ケアに関する医行為が訪問看護師の判断で行えると考

えた理由. 日本老年看護学会誌. 2012;16(2):65-71. 
29．齋藤美華, 坂川奈央, 大槻久美, 川原礼子. 高齢者の褥瘡ケアに関する訪問看護師の医行為の内容と
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243． 宮下光令, 和田信, 森田達也, 的場元弘, 恒藤暁, 志真泰夫. がん患者に対する緩和ケアの構造･プ

ロセスを評価する尺度(患者版 Care Evaluation Scale)の信頼性と妥当性の検討. 第 15 回日本緩和

医療学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 
244． 宮下光令, 和田信, 森田達也, 的場元弘, 恒藤暁, 志真泰夫. がん患者に対する包括的 QOL を測定

する尺度の信頼性と妥当性の検討. 第 15 回日本緩和医療学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 
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245． 宮下光令, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で死亡した遺族の「緩和ケア」に対するイメージ: J-
HOPE study. 第 34 回日本死の臨床研究会年次大会; 2010 Nov 6-7; 盛岡. 

246． 宮下光令, 佐藤一樹, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で死亡したがん患者の遺族の、緩和ケア病棟に対す

るイメージの入棟前後の変化. 第 24 回日本がん看護学会学術集会; 2010 Feb 13-14; 静岡. 
247． 宮下光令, 佐藤一樹, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. J-HOPE study における東北地域の緩和ケア病

棟に対する遺族による質の評価の特徴. 第 14 回東北緩和医療研究会山形大会; 2010 Oct 16; 山形. 
248． 宮下光令, 川上祥子, 加藤大基, 中野貴美子, 中川恵一. 放射線科外来がん患者の「望ましい死」

に関する認識の変化：1 年半のコホート追跡研究. 第 48 回日本癌治療学会学術大会; 2010 Oct 28-
30; 京都. 

249． 宮内貴子, 宮下光令, 山口拓洋. 無作威為化クロスオーバー試験による進行期がん患者の倦怠感に

対するリフレクソロジーの有効性の検討. 第 15 回日本緩和医療学会学術集会; 2010 June 18-19; 
東京. 

250． 牟田理恵子, 三條真紀子, 宮下光令, 若林理恵子, 安藤悦子, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケ

ア病棟の遺族は追悼会や死別後の手紙をどうとらえているか？: 44 名のインタビュー調査. 第 15
回日本緩和医療学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 

251． 山岸暁美, 森田達也, 宮下光令, 秋月伸哉, 白髭豊, 秋山美紀, 佐藤一樹, 加藤雅志, 江口研二. 外
来進行がん患者の疼痛と Quality of Life に関する多施設調査: OPTIM-study. 第 15 回日本緩和医

療学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 
252． 和田信, 宮下光令, 森田達也, 志真泰夫, 恒藤暁, 和田知未, 和田芽衣, 石田真弓, 佐々木康綱, 奈

良林至, 大西秀樹. EORTC-QLQ-C15PAL 日本語版の信頼性と妥当性の検討. 第 15 回日本緩和医

療学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 
253． 和田信, 宮下光令, 森田達也, 志真泰夫, 恒藤暁, 和田知未, 和田芽衣, 石田真弓, 大西秀樹, 奈良

林至, 佐々木康綱. 新規抗がん薬第一相臨床試験に関する患者心理の研究. 第 15 回日本緩和医療

学会学術集会; 2010 June 18-19; 東京. 
254． 市原香織, 宮下光令, 田村恵子, 葉山有香, 大石ふみ子. Liverpool Care Pathway 日本語版による

看取りのケアの目標達成：況;緩和ケア病棟 2 施設におけるパイロットスタディからの検討. 第 25
回日本がん看護学会学術集会; 2011 Feb 12-13; 神戸.  

255． 市原香織, 宮下光令, 福田かおり, 茅根義和, 清原恵美, 森田達也, 田村恵子, 葉山有香, 大石ふみ

子. 緩和ケア病棟看護師による Liverpool Care Pathway 日本語版の有用性評価：緩和ケア病棟 2
施設におけるパイロットスタディからの検討. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-
30; 札幌. 

256． 佐藤一樹, 宮下光令, 志真泰夫. 在宅緩和ケアで終末期がん患者に提供された医療：診療記録調査. 
第 25 回日本がん看護学会学術集会; 2011 Feb 12-13; 神戸. 

257． 佐藤一樹, 宮下光令, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で提供された終末期鎮静の関連

要因と遺族による緩和ケアの質評価への影響. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-
30; 札幌. 

258． 三條真紀子, 宮下光令, 川上祥子, 加藤大基, 中野貴美子, 中川恵一. 終末期に希望する余命告知の

方法～がん患者、一般集団、がん診療を行う医師、看護師 1965 名を対象とした調査から～. 第
16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 

259． 三條真紀子, 宮下光令, 川上祥子, 加藤大基, 中野貴美子, 中川恵一. 終末期に希望する療養場所と

死亡場所～がん患者、一般集団、がん診療を行う医師、看護師 1965 名を対象とした調査から～. 
第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 

260． 清水恵, 宮下光令, 白井由紀, 吉田沙蘭, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟における医療者-家族間

の説明/話し合いのあり方. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 
261． 宮下光令, 佐藤一樹, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. J-HOPE study における遺族による緩和ケアの

質評価とそれに関連する施設要因. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 
262． 宮下光令, 佐藤一樹, 森田達也, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟の遺族による質の評価は死亡後

の経過期間の影響を受けるか？: J-HOPE study. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 
29-30; 札幌. 
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263． 宮下光令, 三條真紀子. 大学病院でがん診療を行う医師、看護師の余命告知の方法に関する認識. 
第 25 回日本がん看護学会学術集会; 2011 Feb 12-13; 神戸. 

264． 宮下光令, 森田達也, 佐藤一樹, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟の遺族の「医療用麻薬」「緩和ケ

ア」「緩和ケア病棟」に対する認識の関連要因: J-HOPE study. 第 16 回日本緩和医療学会学術大

会; 2011 July 29-30; 札幌. 
265． 宮下光令, 清水恵, 安藤秀明. 一般病棟通院中, 外来化学療法室通院中, 入院中の患者に対する緩

和ケアの質の評価. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 札幌. 
266． 宮下光令, 木澤義之, 笹原朋代, 佐治重豊, 江口研二. がん診療連携拠点病院の緩和ケア機能の充

足度：平成 19-21 年度医療水準調査の結果. 第 16 回日本緩和医療学会学術大会; 2011 July 29-30; 
札幌. 

267． 泉澤晴香, 深堀浩樹, 遠藤貴子, 宮下光令. Liverpool Care Pathway の介護保険施設職員による試

用とその評価. 日本老年看護学会第 17 回学術集会; 2012 July; 金沢.  
268． 亀岡淳一, 宮下光令, 小熊絵美, 高橋文恵, 田中克典, 石井誠一, 金塚完. アウトカム評価としての

診療録ピアレビューシステムの信頼性の検討. 第 44 回日本医学教育学会; 2012 July 27-28; 東京.  
269． 菅野雄介, 原田奈緒美, 伊藤友美, 西出芙美, 森岡のぞみ, 田村恵子, 宮下光令. 急性期型緩和ケア

病棟から自宅退院した終末期がん患者の平均在院日数に関連する要因. 第 17 回日本緩和医療学会

学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
270． 木下里美, 宮下光令. QODD (Quality of Dying and Death)による ICU 看護師の看取りの評価. 第

32 回日本看護科学学会学術集会; 2012 Nov 30 - Dec 1; 東京.  
271． 後藤佳子, 舩水裕子, 宮下光令, 菅野雄介. 急性期病棟における LCP 導入後の看取りのケアの変化

と課題. 第 36 回日本死の臨床研究会年次大会; 2012 Sep; 京都.  
272． 佐藤一樹, 宮下光令, 森田達也, 嶋崎朱美, 鈴木里奈, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で提供され

る終末期がん医療の施設間差と施設背景の関連：多施設診療記録調査. 第 17 回日本緩和医療学会

学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
273． 佐藤一樹, 宮下光令, 森田達也, 鈴木里奈, 嶋崎朱美, 恒藤暁, 志真泰夫. 緩和ケア病棟で提供され

る終末期がん医療の施設間差による緩和ケアの質評価への影響. 第 17 回日本緩和医療学会学術大

会; 2012 June 22-23; 神戸. 
274． 佐藤一樹, 森田達也, 清水恵, 宮下光令.患者によるがん医療の質の構造・プロセス評価尺度

Cancer Care Evaluation Scale の開発. 第 50 回日本癌治療学会学術集会; 2012 Oct 25-27; 横浜.  
275． 佐藤一樹, 清水恵, 宮下光令.がん患者の QOL 評価尺度として EORTC QLQ-C30 と FACT-G のい

ずれの使用が推奨されるか. 第 50 回日本癌治療学会学術集会; 2012 Oct 25-27; 横浜.  
276． 佐藤一樹, 中保利通, 田島つかさ, 島田哲, 花房裕紀, 宮下光令. 緩和ケア病棟に入院した患者によ

る緩和ケアと QOL の評価. 第 16 回東北緩和医療研究会; 2012 Oct 13; 仙台.  
277． 清水恵, 宮下光令. がん患者の療養生活の質の評価：モニター調査の結果より. 第 16 回東北緩和

医療研究会; 2012 Oct 13; 仙台.  
278． 清水恵, 宮下光令. 終末期がん患者の家族介護者の医療者との説明・話し合いにおける選好: 一般

市民を対象とした全国質問紙調査. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
279． 白髭豊, 野田剛稔, 北條美能留, 後藤慎一, 冨安志郎, 出口雅浩, 奥平定之, 安中正和, 平山美香, 

宮下光令, 森田達也. OPTIM プロジェクト前後での病院から在宅診療への移行率と病院医師・看

護師の在宅の視点の変化. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
280． 五十嵐美幸, 片倉梓, 佐藤一樹, 清水恵, 井上芙蓉子, 菅野雄介, 宮下光令. 一般市民から抽出した

がん患者の遺族による終末期医療の評価: 死亡場所別の検討. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 
2012 June 22-23; 神戸. 

281． 中川恵一, 黒田祐次郎, 北沢裕, 小谷みどり, 宮下光令, 一ノ瀬正樹. がん医療に携わる当事者の死

生観研究 ～患者・医師・看護師の三者の比較の観点から～. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 
2012 June 22-23; 神戸. 

282． 中野貴美子, 佐藤一樹, 片山はるみ, 宮下光令. 終末期がん患者が「明るさを失わずに過ごす」た

めの医療者の支援のあり方 -緩和ケア病棟の医師・看護師を対象としたエキスパート・インタビ

ュー調査. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
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治療学会学術集会; 2012 Oct 25-27; 横浜.  
284． 松村優子, 八杉まゆみ, 菅野雄介, 宮下光令. 看取りのケアのクリニカルパス Liverpool Care 

Pathway 日本語版在宅バージョン試作版のパイロット使用経験. 第 36 回日本死の臨床研究会年

次大会; 2012 Nov 3-4; 京都.  
285． 櫁柑富貴子, 宮下光令. 看護師が経験した「困難なターミナルケア内容」と克服のプロセス コミ

ュニケーションに焦点を当てて. 第 36 回日本死の臨床研究会年次大会; 2012 Sep; 京都.  
286． 御子柴直子, 宮下光令, 酒井智子, 建石良介. 肝細胞癌サバイバーの抑うつの実態及び抑うつに関

連する要因検討. 第 50 回日本癌治療学会学術集会; 2012 Oct 25-27; 横浜.  
287． 宮下光令, 加藤雅志, 清水恵, 佐藤一樹, 藤澤大介, 森田達也. 受療行動調査を用いて全国のがん患

者の療養生活の質（QOL）を測定するシステムの開発. 第 50 回日本癌治療学会学術集会; 2012 
Oct 25-27; 横浜.  

288． 宮下光令, 佐藤一樹, 清水恵, 菅野雄介, 五十嵐美幸, 菅野喜久子, 小野寺麻衣. 東北 6 県の医師の

緩和ケアに関する知識：全国との比較と県別の検討. 第 16 回東北緩和医療研究会; 2012 Oct 13; 
仙台.  

289． 宮下光令, 山田倫子, 高橋彩香, 和田信, 的場元弘. がん患者の疼痛と QOL の関連：横断研究によ

る検討. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
290． 宮下光令, 竹鼻靖子, 佐藤一樹, 清水恵, 井上芙蓉子, 菅野雄介, 五十嵐美幸. 一般市民から抽出し

たがん・脳卒中・心疾患の遺族による終末期医療の評価. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 
2012 June 22-23; 神戸. 

291． 宮下光令, 國分彩果, 森田達也, 内田健夫, 加藤雅志, 江口研二. 日本の医師の緩和ケアに関する知

識に関連する要因：多変量解析による検討. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-
23; 神戸. 

292． 山花令子, 高橋聡, 塚田信弘, 宮下光令. The European Organization for Reserch and Treatment 
of Cancer (EORTC) Quality of Life Questionnaire-High dose Chemotherapy 20 (QLQ-HDC29)
日本語版の作成. 第 35 回日本造血細胞移植学会; 2012 Mar 9; 金沢.  

293． 山本亮, 木澤義之, 佐藤哲観, 大出幸子, 中澤葉宇子, 宮下光令. PEACE 研修会受講により医師の

緩和ケアに対する知識は向上するか. 第 17 回日本緩和医療学会学術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
294． 山本亮, 木澤義之, 佐藤哲観, 中澤葉宇子, 宮下光令. PEACE 研修会において緩和ケアの知識を測

定するための尺度（PEACE-Q33）の作成と信頼性・妥当性の検討. 第 17 回日本緩和医療学会学

術大会; 2012 June 22-23; 神戸. 
295． 吉沢豊予子, 宮下光令, 深堀浩樹, 奈良間美保, 河野あゆみ, 柏木聖代, 跡上富美. 日本看護科学学

会研究・学術情報委員会企画 日本看護科学学会は看護系若手研究者をどう育て・支援していくの

か! 第 32 回日本看護科学学会学術集会; 2012 Nov 30 - Dec 1; 東京.  
296． 五十嵐美幸, 宮下光令, 佐藤一樹, 清水恵, 川原礼子, 森田達也, 江口研二. がん患者の死亡場所に

関連する要因 死亡票の分析. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
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ケア専門従事者の臨床現場の「質」評価に関する考察~「緩和ケア病棟臨床指標開発に関するパイ

ロット調査」に付帯して実施したヒアリングから～. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 
June 21-22; 横浜. 

298． 閏間愛, 彦田由子, 宇田和晃, 宮越浩一, 関根龍一, 緒方政美, 内山郁代, 宮下光令, 森田達也. 客
観的身体評価と主観的ＱＯＬはリハビリ介入前後でどのように相関するか：J-REACT. 第 18 回

日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
299． 江口研二, 森田達也, 宮下光令. 地域におけるがん緩和ケア構築をめざして. 第 11 回日本臨床腫瘍

学会学術集会; 2013 Aug 29-31; 仙台.  
300． 緒方政美, 内山郁代, 閏間愛, 彦田由子, 宇田和晃, 宮越浩一, 関根龍一, 宮下光令, 森田達也. 進

行がん患者の廃用症候群に対するリハビリテーションはＱＯＬの維持に貢献している可能性があ

る：J-REACT. J-REACT. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 



74 
 

301． 亀岡淳一, 宮下光令, 大久保智哉, 小熊絵美, 高橋文恵, 石井誠一, 金塚完. アウトカム評価として

の診療録ピアレビューシステムの信頼性の検討―第２報－. 第 45 回日本医学教育学会総会; 2013 
July 26-27; 千葉.  

302． 亀岡淳一, 宮下光令, 大久保智哉, 小熊絵美, 高橋文恵, 石井誠一, 金塚完. 医学教育アウトカム評

価としての診療録ピアレビューシステムの信頼性の検討. 第 15 回日本医療マネジメント学会学術

総会; 2013 June 14-15; 岩手. 
303． 菅野雄介, 安藤秀明, 船水裕子, 岸野恵, 前原絵美理, 高橋徹, 清水恵, 佐藤一樹, 宮下光令. 遺族

による臨終前後の看取りのケアプロセス・アウトカムの評価. 第 17 回東北緩和医療研究会; 2013 
Oct 5; 盛岡. 

304． 菅野雄介, 安藤秀明, 舩水祐子, 岸野恵, 前原絵美理, 高橋徹, 清水恵, 佐藤一樹, 宮下光令. 看護

師による臨終前後の患者と家族の看取りのケアに関する実践と看取りのケアに対する困難感の関

連要因の探索. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
305． 菅野雄介, 安藤秀明, 舩水祐子, 岸野恵, 前原絵美理, 高橋徹, 清水恵, 佐藤一樹, 宮下光令. 看護

師による臨終前後の患者と家族の看取りのケアの質を評価する尺度の信頼性と妥当性の検証. 第
18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 

306． 菅野雄介, 平原優美, 荒木和美, 松村優子, 八杉まゆみ, 川村幸子, 古賀友之, 宮下光令. 看取りの

ケアのクリニカルパス Liverpool Care Pathway 日本語版在宅バージョンの開発と実施可能性の

検討. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
307． 木下里美, 宮下光令. 救急外来で死別した家族による医療評価：一般市民への調査結果から. 第 18

回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
308． 佐々木百合花, 宮下光令, 早川ひと美, 岡村由紀子, 亀岡淳一, 塩飽仁, 門間典子. キャリアプロモ

ート支援に関する 3 年間の看護職員の認識の変化. 第 33 回日本看護科学学会学術集会; 2013 Dec 
6-7; 大阪. 

309． 佐藤一樹, 志真泰夫, 安部奈津子, 宮下光令. 緩和ケア病棟の施設概要と利用状況の東北地方の特

徴. 第 17 回東北緩和医療研究会; 2013 Oct 5; 盛岡. 
310． 佐藤一樹, 橋本孝太郎, 内海純子, 出水明, 藤本肇, 森井正智, 永沢譲, 宮下光令, 鈴木雅夫. 在宅

緩和ケアを受けた終末期がん患者の在宅診療中止の関連要因. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 
2013 June 21-22; 横浜. 

311． 佐藤一樹, 志真泰夫, 羽川瞳, 宮下光令. 緩和ケア病棟の診療体制と利用状況の平均在棟日数での

違い. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
312． 佐藤悠子, 秋山聖子, 伊藤祝栄, 古澤義人, 宮下光令, 中野弘枝, 小笠原喜美代, 小幡泉, 森隆弘, 

石岡千加史. がん患者の利用できるシンボルマークの必要性と外出に対する意識調査. 第 11 回日

本臨床腫瘍学会学術集会; 2013 Aug 29-31; 仙台.  
313． 清水恵, 宮下光令, 恒藤暁, 志真泰夫. 遺族によるケアの質の評価に関する研究 J-HOPE-study～

日本ホスピス緩和ケア協会会員施設で亡くなった患者の遺族を対象とした全国的大規模質問紙調

査～. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
314． 新城拓也, 森田達也, 平井啓, 宮下光令, 清水恵, 恒藤暁, 志真泰夫. 医療用麻薬の使用に対する遺

族の体験に基づいた認識と意向. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
315． 谷向仁, 足立浩祥, 平井啓, 松井智子, 宮下光令, 清水恵, 恒藤暁, 志真泰夫. 悲嘆を経験する遺族

の睡眠障害の実態調査. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
316． 中野貴美子, 佐藤一樹, 片山はるみ, 宮下光令. 終末期がん患者が「楽しみになることがある」た

めの医療者の支援～緩和ケア病棟の医師と看護師の回答の比較～. 第 18 回日本緩和医療学会学術

大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
317． 中澤葉宇子, 木澤義之, 橋爪隆弘, 森田達也, 笹原朋代, 宮下光令. がん診療連携拠点病院緩和ケア

チーム研修会の評価～研修後追跡調査結果～. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-
22; 横浜. 

318． 橋本孝太郎, 佐藤一樹, 内海純子, 出水明, 藤本肇, 正智 森, 譲 永, 宮下光令, 鈴木雅夫. 在宅診

療を受けた終末期がん患者の現状と在宅診療中止の実態. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 
2013 June 21-22; 横浜. 
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319． 宮下光令, 加藤雅志, 清水恵, 佐藤一樹, 藤澤大介, 森田達也. 全国のがん患者の Quality of Life：
平成 23 年度受療行動調査と一般市民の比較. 第 51 回日本癌治療学会学術集会; 2013 Oct 24-26; 
仙台.  

320． 宮下光令, 加藤雅志, 清水恵, 森田達也, 佐藤一樹, 藤澤大介. 日本のがん患者の QOL:受療行動調

査を用いた全国調査. 第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会; 2013 Aug 29-31; 仙台.  
321． 宮下光令, 五十嵐美幸, 佐藤一樹, 清水恵, 菅野雄介, 菅野喜久子, 川原礼子. 2010 年の全死亡およ

びがん死亡の都道府県別自宅死亡割合と医療社会的指標の地域相関分析. 第 18 回日本緩和医療学

会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
322． 宮島伽耶, 藤澤大介, 宮下光令, 吉村公雄, 白波瀬丈一郎, 三村將. 複雑性悲嘆に対する終末期医療

の質の影響. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 June 21-22; 横浜. 
323． 山脇道晴, 森田達也, 清原恵美, 宮下光令, 清水恵, 恒藤暁, 志真泰夫. ご遺体へのケアを看護師が

家族と一緒に行うことについての家族の体験・評価. 第 18 回日本緩和医療学会学術大会; 2013 
June 21-22; 横浜. 

【小児看護学分野】 
324． 井上由紀子, 塩飽仁. 小児がんの治療退院後に小学校に入学し不登校の危機に直面した子どもと母

親に対する看護介入の検討. 第 18 回日本小児看護学会; 2008 July 26-27; 名古屋. 
325． 鈴木祐子, 塩飽仁. 軽度発達障害の同胞をもち集団生活への不適応をきたしている子どもへの看護

介入事例. 第 12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
326． 田老侑子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 日本, ベトナム, インドネシアにおける子どもの価値観およ

び家族描画の比較検討. 第 12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
327． 丹治沙織, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 予防接種を受ける子どもに対するプレパレーションの有効

性の検証. 第 12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
328． 人見悦加, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 慢性疾患患児に対する病状説明の実際と看護師の役割. 第

12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
329． 藤田めぐみ, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 乳児の不慮の事故予防への取り組みの現状と保護者の意

識. 第 12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
330． 横山千恵, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 患児の入院にともなう同胞への説明の現状と親の認識. 第

12 回北日本看護学会; 2008 Aug 23-24; 山形. 
331． 梅田千鶴, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 軽度発達障害をもつ子どもの同胞の心理社会的問題と母親

の養育態度の関連. 第 13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
332． 佐藤菜都美, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 子どもの入院・退院による家族の生活スタイルの変化と

家族機能. 第 13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
333． 千葉洋介, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 軽度発達障害をもつこどもの父親の気分の状態と養育態度

に関する研究. 第 13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
334． 富樫真菜, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 入院している患児の生活における「いやなこと」と関連要

因に関する研究. 第 13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
335． 奈良岡朋美, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 両親の関係性と子どもの共感性および攻撃性の関連. 第

13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
336． 横山亜味, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 入院中の患児への面会に対する同胞と家族の思いに関する

研究. 第 13 回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
337． 和田雪, 塩飽仁. 愛着障害による対人関係の困難さがみられた患児に対する看護介入の検討. 第 13

回北日本看護学会; 2009 Aug 21-22; 仙台. 
338． 井上由紀子, 塩飽仁, 菅野潤子, 箱田明子, 藤原幾磨. 成人期への移行を見据えた小児糖尿病患者

と家族に対する療養支援と職種間連携. 第 3 回小児糖尿病代謝フォーラム; 2010 Nov 7; 東京. 
339． 井上由紀子, 塩飽仁. 小児がん患者のドナーであったきょうだいへの看護支援事例の検討. 第８回

日本小児がん看護学会; 2010 Dec 17-19; 大阪. 
340． 入江亘, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 患児の入院における父親のかかわり及びかかわりにおける悩

み. 第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
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341． 入江亘, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 小児がん患児の父親が「力になれた」と感じる要因について. 
第８回日本小児がん看護学会; 2010 Dec 17-19; 大阪. 

342． 内田雅代, 竹内幸江, 白井史, 大脇百合子, 足立美紀, 梶山祥子, 小川純子, 丸光惠, 前田留美, 野
中淳子, 富岡晶子, 塩飽仁, 小原美江, 吉川久美子, 森美智子, 石川福江. 小児がんの子どもと家族

を中心とした多職種協働チームの看護師支援プログラムの開発－病気・病状の説明時の援助. 第
８回日本小児がん看護学会; 2010 Dec 17-19; 大阪. 

343． 宇美ゆかり, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 保育園児のことばに関する保護者の意識と行動の関連. 
第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 

344． 小野舞衣子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 入院が子どもの社会的スキルの発達に与える影響. 第 14
回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 

345． 日下由利子, 三谷綾子, 井上由紀子, 鈴木祐子, 塩飽仁. 複雑な家族背景を持つ AD/HD 患児に対

する看護介入の検討. 第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
346． 佐々木奏恵, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. 乳幼児への絵本の読み聞かせと母役割達成感の関連. 第

14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
347． 佐藤幸子, 塩飽仁, 遠藤芳子, 佐藤志保. 子どもの心のケアに関する看護師のニーズ調査. 第 14 回

北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
348． 佐藤幸子, 塩飽仁, 遠藤芳子, 佐藤志保. 心身症・神経症児の不適応行動とその関連因子の検討. 

第 30 回日本看護科学学会学術集会; 2010 Dec 3-4; 札幌. 
349． 佐藤志保, 佐藤幸子, 塩飽仁. 採血を受ける子どもの非効果的対処行動と関連要因の検討. 第 36

回日本看護研究学会学術集会; 2010 Aug 21-22; 岡山. 
350． 柴田智世, 塩飽仁, 鈴木祐子, 和田雪. こども時代の入院経験が思春期・青年期の自己概念に及ぼ

す影響. 第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
351． 鈴木祐子, 塩飽仁. 思春期にある子どもの共感性と親の共感性の関連. 日本小児看護学会第 20 回

学術集会; 2010 June 26-27; 神戸. 
352． 鈴木祐子, 塩飽仁. 思春期にある子どもの共感性と親の養育態度の関連. 日本小児看護学会第 20

回学術集会; 2010 June 26-27; 神戸. 
353． 葭葉純子, 中村直毅, 竹村克奈, 高畑知香, 海老名美代子, 塩飽仁, 辻一郎, 根東義明. グループウ

ェアを中心としたネットワークサービスの構築と導入. 平成 22 年度情報教育研究集会; 2010 Dec 
10-11; 京都. 

354． 前野真弓, 鈴木祐子, 和田雪. 長期入院が幼児の自己抑制に与える影響. 第 14 回北日本看護学会

学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
355． 三谷綾子, 日下由利子, 井上由紀子, 鈴木祐子, 塩飽仁. 抑うつ気分を呈し対人関係を避けること

で不登校となった思春期事例の看護支援. 第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
356． 和田雪, 塩飽仁, 鈴木祐子, 佐藤幸子. 神経症圏内の児童の学年区分による親の養育態度と不安の

関連. 日本小児看護学会第 20 回学術集会; 2010 June 26-27; 神戸. 
357． 足立美紀, 内田雅代, 白井史, 梶山祥子, 小原美江, 塩飽仁, 小川純子, 石川福江. 小児がんの子ど

もの口腔ケアへの看護師の関わり. 第 9 回日本小児がん看護学会; 2011 Nov 25-27; 前橋. 
358． 白井史, 内田雅代, 足立美紀, 梶山祥子, 小原美江, 塩飽仁, 小川純子, 石川福江. 小児がんの子ど

もの悪心・嘔吐に関する看護師の認識－子ども・家族が主体的に症状マネジメントを行うために

－. 第 9 回日本小児がん看護学会; 2011 Nov 25-27; 前橋. 
359． 名古屋祐子, 加藤愛歌, 葛西香織. 小児がんで入院治療した子どもが原籍校の友人に対して抱く思

い. 第 9 回日本小児がん看護学会; 2011 Nov 25-27; 前橋. 
360． 相墨生恵, 井上由紀子, 塩飽仁. 発達障がいである姉と心の落ち着きがシーソーの関係にある虐待

された経験を持つ発達障がいの子どもへの看護援助. 第 15 回北日本看護学会学術集会; 2012 Sept 
1-2; 仙台. 

361． 石川涼, 塩飽仁, 鈴木祐子. 広汎性発達障害を抱えた子どもの就学支援のプロセス. 第 15 回北日

本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 
362． 佐藤恵美, 塩飽仁, 鈴木祐子. 大学生がきょうだいに対して持つ認識と行動に関する実態調査及び

関係性の変化における考察. 第 15 回北日本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 
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363． 佐藤麻依, 塩飽仁, 鈴木祐子. 医療系学生の自身や家族の入院および親族内の医療従事者の有無が

自身の学部選択に及ぼす影響. 第 15 回北日本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 
364． 鈴木祐子, 塩飽仁. 軽度発達障害の子どもをもつ家族がとらえた支援の現状と課題. 第 15 回北日

本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 
365． 鈴木祐子, 塩飽仁. 先天性疾患による障害を持つ青年期女性の社会的自立を支える看護介入事例. 

第 15 回北日本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 
366． 名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 井上由紀子, 谷地舘千恵. 看取りの時期にある小児がんの子ども

とその家族をケアする看護師が抱える葛藤. 第 10 回日本小児がん看護学会; 2012 Nov 30 - Dec 2; 
横浜. 

367． 名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子. 震災後に心身の不調を訴えた思春期の子どもへの看護介入報告. 
第 15 回北日本看護学会学術集会; 2012 Sept 1-2; 仙台. 

368． 葭葉純子, 中村直毅, 竹村克奈, 高畑知香, 長瀬祥子, 塩飽仁, 久志本成樹, 辻一郎, 冨永悌二. メ
ールサービスの継続利用確認システムの運用. 大学 ICT 推進協議会 2012 年度年次大会; 2012 Dec 
17-19; 神戸. 

369． 相墨生恵, 塩飽仁. 発達障がいの子どもを持つ軽度の知的障がいである母親の子どもへの関わり方

に対する看護援助. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
370． 石川涼, 塩飽仁, 鈴木祐子：知的障害を伴わない発達障害をもつ子どもの発見から就学における関

係者の発達支援及び連携についての実態調査. 第 60 回日本小児保健協会学術集会; 2013; 東京 
371． 井上由紀子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 名古屋祐子, 谷地舘千恵. 看護師が子どもと家族の意思を尊重し

た支援を実践する際に困ったと感じることとその対応のインタビュー調査. 第 23 回日本小児看護

学会; 2013; 高知 
372． 井上由紀子, 塩飽仁, 鈴木祐子. 看護師が考える子どもと家族の意思を尊重した支援が必要になる

場面と効果的な支援方法についての調査. 日本看護研究学会第 39 回学術集会; 2013; 秋田 
373． 遠藤芳子, 塩飽仁. 軽度発達障害の子どもを支えるために行った母親への自律性を促す支援の事例

報告. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
374． 木村智一, 塩飽仁, 鈴木祐子. 学習にうまく取り組めずキレてしまう発達障害の疑いがある児童へ

看護介入. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
375． 木村智一, 塩飽仁, 鈴木祐子. 対人関係のストレによるイライラから不登校となった思春期の子ど

もに対する看護介入. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
376． 佐々木百合花, 宮下光令, 早川ひと美, 岡村由紀子, 亀岡淳一, 塩飽仁, 門間典子. キャリアプロモ

ート支援に関する３年間の看護職員の認識の変化. 第 33 回日本看護科学学会学術集会; 2013 Dec 
6-7; 大阪. 

377． 佐藤幸子, 塩飽仁, 遠藤芳子, 佐藤志保. 子どもの情動調整と心身症状の関連に関する検討. 第 33
回日本看護科学学会学術集会; 2013 Dec 6-7; 大阪. 

378． 佐藤穂波, 塩飽仁, 鈴木祐子. 東日本大震災で被災した石巻と仙台の子どもの保護者がとらえたボ

ランティアによる遊び支援の効果および子どもの外傷後成長の評価. 第 16 回北日本看護学会学術

集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
379． 佐山恭子, 日下由利子, 井上由紀子, 相墨生恵, 木村智一, 横山千恵, 名古屋祐子, 鈴木祐子, 塩飽

仁. 入院した子どものきょうだいと母親が評価する自身の人格的成長に関する調査研究. 第 16 回

北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
380． 鈴木祐子, 塩飽仁, 佐藤幸子, 富澤弥生. 小児看護に携わる看護師の年齢および小児看護経験年数

による発達障害の理解度の特徴. 第 23 回日本小児看護学会; 2013 July 13-14; 高知. 
381． 鈴木祐子, 塩飽仁, 佐藤幸子. 小児看護に携わる看護師が必要としている発達障害に関する情報や

支援の内容. 日本看護研究学会第 39 回学術集会; 2013 Aug 22-23; 秋田. 
382． 名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 井上由紀子, 木村智一. 遺族と医療者への面接から得られた治癒

が困難が困難な時期にある小児がんの子どもに必要な要素. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 
2013 Aug 30-31; 山形. 
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383． 名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 井上由紀子, 木村智一. 治癒が難しい状況にあると告げられた小

児がんの子どもの両親は治療方針に関する意思決定をどのように行ったのか. 第 16 回北日本看護

学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
384． 名古屋祐子, 塩飽仁, 鈴木祐子, 相墨生恵, 木村智一. 遺族と医療者への面接から得られた治癒が

困難が困難な時期にある小児がんの子どもを支える家族に必要な要素. 第 16 回北日本看護学会学

術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
385． 三上千佳子, 遠藤芳子, 武田淳子, 大池真樹, 塩飽仁. 東日本大震災後の子どもの保護者・保育者

の心的外傷性ストレス症状の調査. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
386． 横山千恵, 井上由紀子, 塩飽仁, 鈴木祐子. 反応性愛着障害と境界知能を併せ持ち行為障害を示し

た子どもへの看護介入. 第 16 回北日本看護学会学術集会; 2013 Aug 30-31; 山形. 
【精神看護学分野】 
387． 濱家由美子, 光永憲香, 松本和紀. 精神病に対する早期支援プログラム―心理士・看護師による介

入―. 第 12 回日本精神障害予防研究会学術集会; 2008 Dec 14; 東京. 
388． 伊藤文晃, 本多奈美, 高松幸生, 山崎尚人, 斎藤秀光, 上埜高志, 松岡洋夫. 東北大学病院における

移植医療の中での精神科医の役割. 第 22 回日本総合病院精神医学会総会; 2009 Nov 27-28; 大阪.  
389． 斎藤秀光, 高松幸生, 伊藤文晃, 井藤佳恵, 山崎尚人, 上埜高志, 田島つかさ, 島田哲, 中保利通, 

吉田寿美子, 松岡洋夫. 緩和ケアセンター入院患者の家族支援の試み. 第 63 回東北精神神経学会

総会; 2009 Sept 27; 福島.  
390． 伊藤文晃, 高松幸生, 井藤佳恵, 山崎尚人, 斎藤秀光, 上埜高志, 松岡洋夫. 東北大学病院緩和ケア

チームにおける精神科医の活動. 第 106 回日本精神神経学会学術総会; 2010 May 20-22; 広島.  
391． 斎藤秀光, 高松幸生, 伊藤文晃, 井藤佳恵, 山崎尚人, 吉田寿美子, 上埜高志, 松岡洋夫. 東北大学

病院緩和ケアセンターにおける家族支援. 第 106 回日本精神神経学会学術総会; 2010 May 20-22; 
広島.  

392． 斎藤秀光, 田島つかさ, 島田哲, 中保利通, 高松幸生, 伊藤文晃, 井藤佳恵, 山崎尚人, 吉田寿美子, 
上埜高志, 松岡洋夫. 東北大学病院緩和ケアセンターでの家族教室. 第 15 回日本緩和医療学会学

術大会; 2010 June 18-19; 東京.  
393． 濱家由美子, 内田知宏, 光永憲香, 大室則幸, 松本和紀, 松岡洋夫. 顕在発症後早期の psychosis に 

対する心理的アプローチ―個別的な早期支援プログラムの試み―. 第 5 回日本統合失調症学会; 
2010 Mar 26-27; 福岡.  

394． 山口紗穂, 齋藤秀光, 佐藤喜根子, 上埜高志, 菊地紗耶, 齋二美子, 加藤道代, 阿部夏葉, 宮崎愛. 
妊産褥婦の抑うつと不安に関する研究－助産師外来の利用者を対象にして－. 第 64 回東北心理学

会; 2010 Sept 11-12; 仙台.  
395． 冨永美弥, 伊藤文晃, 上埜高志, 山崎尚人, 斎藤秀光, 高松幸生, 井藤佳恵, 吉田寿美子, 松岡洋夫. 

緩和ケアチームにおける精神科医の役割について－東北大学病院がんセンターにおける 4 年間の

活動から－. 第 107 回日本精神神経学会学術総会; 2011 Oct 26-27; 東京.  
396． 濱家由美子, 内田知宏, 光永憲香, 大室則幸, 桂雅宏, 髙橋綾, 松本和紀, 松岡洋夫. 初回精神病に

対する個別心理プログラムの位置づけ―臨床指標の推移を通して―. 第 6 回日本統合失調症学会; 
2011 July 18-19; 札幌. 

397． 荒田悠太郎, 堀井明, 齋藤秀光, 金塚完. 東北大学大学院医学系研究科・医学部における東日本大

震災後の学生の状況把握に向けたアンケート調査. 第 45 回日本医学教育学会大会; 2013 July 26-
27; 千葉.  

398． 桂雅宏, 大室則幸, 小原千佳, 菊地達郎, 濱家由美子, 内田知宏, 光永憲香, 松本和紀,松岡洋夫, At-
Risk Mental Staie (ARMS) の横断的経過 ARMS のサイコーシス日以降例の縦断的経過. 精神神

経学雑誌. 2013 May;Suppl:s279. 
399． 光永憲香, 濱家由美子, 内田知宏, 砂川恵美, 大室則幸, 吉井初美, 松岡洋夫, 松本和紀, 齋藤秀光. 

初回エピソードサイコーシスの患者への心理・社会的介入プログラムの報告～看護師の立場から

～. 第 4 回東北 精神保健福祉学会; 2013 Oct 13; 仙台.  
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400． 光永憲香, 濱家由美子, 内田知宏, 砂川恵美, 大室則幸, 吉井初美, 松岡洋夫, 松本和紀, 齋藤秀光. 
初回サイコーシス（精神病）患者への心理・社会的介入プログラムの実施. 第 44 回日本看護学会

精神看護; 2013 Sept 19-20; 前橋.  
【周産期看護学分野】 
401． 小山田信子. 明治期の宮城県における産婆養成教員とその役割. 第 22 回日本看護歴史学会; 2008 

Aug 28-29; 福岡. 
402． 佐藤喜根子, 堀琴美, 八幡悦子. 虐待への新しい視座を目指して. 日本臨床発達心理士会第４回全

国大会; 2008 Aug 2-3; 仙台.（シンポジスト） 
403． 佐藤喜根子. 気になる子どもの保護者への支援. 日本発達臨床心理士会 東北支部シンポジウム; 

2008 Oct 23; 仙台.（シンポジスト） 
404． 佐藤喜根子. 妊娠期からのプライマリーナーシングが産後の女性の心理に及ぼす効果. 第 37 回日

本女性心身医学会学術集会; 2008 July 19-20; 東京. 
405． 高間木静香, 小川菜津, 小座間智子, 島貫享子, 渡邊幸子, 後藤あき子, 千田あかね, 佐藤祥子, 中

村康香, 佐藤多代, 佐藤尚明, 木村芳孝, 岡村州博. マタニティヨーガが妊婦・胎児に及ぼす効果 
腹壁誘導法胎児心電図を利用して. 第 49 回日本母性衛生学会; 2008 Nov 5-6; 浦安. 

406． 門間祐子, 太田明希子, 奥寺睦子, 立花幸, 渡邉幸子, 佐藤喜根子. 「さんばルーム」での心理援

助. 産後うつ病予防プログラムの成果シンポジウム; 2008 Nov 5-6.   
407． 岡村州博, 佐藤喜根子. 助産師の役割を拓く. 第 49 回日本母性衛生学会; 2008 Nov 5-6; 浦安.（シ

ンポジスト） 
408． 金澤悠介, 倉元直樹, 小山田信子, 吉沢豊子. 看護師は文系？理系？ 大学入試設計から考える看護

師養成の問題. 日本テスト学会第 7 回大会; 2009 Sept 3-4; 東京.  
409． 菊池笑加, 佐藤喜根子. 分娩施設の減少が妊婦へもたらす影響に関する研究. 第 50 回日本母性衛

生学会; 2009 Sept 27-28; 横浜. 
410． 佐藤祥子, 塩野悦子, 大沼珠美, 武者文子. 施設を超えた助産師のつながりを強める試み. 第 14 回

聖路加看護学会学術大会; 2009 Sept 26; 東京。 
411． 大久保奈菜, 小山田信子. 各年代における男性の性知識. 第 14 回北日本看護学会学術集会; 2010 

Aug 7-8; 山形. 
412． 小山田信子, 吉沢豊子, 金澤悠介, 倉元直樹. 高校生の進路から見た看護系大学の類型. 第 20 回日

本看護学教育学会学術集会; 2010 Sept 31- Aug 1; 大阪. 
413． 小山田信子. 産婆学からみた産婆規則制定後の産婆教育. 第 24 回日本看護歴史学会学術集会; 

2010 Sept 19-20; 藤沢. 
414． 狩野成美, 佐藤喜根子. 大学生におけるデート DV の認知度と相談の実際. 第 51 回日本母性衛生

学会; 2010 Nov 5-6; 金沢. 
415． 菊地美里, 小山田信子. 働く母親の母乳育児継続の現状と母乳育児に対する思い. 第 14 回北日本

看護学会学術集会; 2010 Aug 7-8; 山形. 
416． 倉元直樹, 金澤悠介, 小松恵, 小山田信子, 吉沢豊予子. 看護系志望の高校生に求められる学力・

適正に関する研究（2）. 日本教育心理学会第 52 回総会; 2010 Aug 27-29; 東京.  
417． 倉元直樹, 小松恵, 小山田信子, 吉沢豊予子. 看護系志望の高校生に求められる学力・適正に関す

る研究（3）. 日本教育心理学会第 52 回総会; 2010 Aug 27-29; 東京.  
418． 佐藤祥子, 塩野悦子. 初妊婦の自己概念の変化への戸惑い. 第 24 回日本助産学会学術集会; 2010 

Mar 20-21; 筑波. 
419． 野上絵里香, 佐藤祥子. 第２子を出産した産後 1 ヶ月の母親と第 1 子との関係について. 第 51 回

日本母性衛生学会; 2010 Nov 5-6; 金沢. 
420． 小山田信子, 田中幸子. 産師法案とその要求運動の背景要因. 第 25 回日本看護歴史学会学術集会; 

2011 Aug 26-27; 沖縄. 
421． 桂田かおり, 跡上富美, 吉沢豊子, 中村康香, 佐藤祥子, 小山田信子, 佐藤喜根子. 死産・新生児死

亡を体験した父親の子どもの死の実感プロセス. 第 31 回日本看護科学学会; 2011 Dec 2-3; 高知. 
422． 加藤唯, 渡邉あゆみ, 小野寺恵, 大桐規子, 佐藤祥子. NICU 入院中の母親の搾乳への思い. 第 52

回日本母性衛生学会; 2011 Sept 29-30; 京都. 



80 
 

423． 倉元直樹, 小山田信子, 小松惠, 吉沢豊子. 危機に立つ看護教育-看護系志望者は何を学んでくるの

か-. 第 21 回日本看護学教育学会学術集会; 2011 Aug 30-31; さいたま. 
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490． 倉元直樹, 鈴木幸子, 小山田信子, 小松恵, 吉沢豊予子. 看護系学生の知的基盤-大規模学生調査か

ら見えてくるもの-. 第 22 回日本看護学教育学会; 2012 Aug 4-5; 熊本. 
491． 鈴木花菜, 中野弘枝, 齋藤久美子, 庄司さゆり, 大沼美智子, 中村康香, 竹内真帆, 吉沢豊予子. 病

棟―外来の連携のもとに行うリンパ浮腫予防の実践(第 2 報) . 第 26 回日本がん看護学会学術集会; 
2012 Feb 11-12; 松江.  

492． 武石陽子, 伊藤直子, 吉沢豊予子, 跡上冨美, 中村康香. 妊娠初期, 妊娠中期, 妊娠末期にかけての

妊婦の快適性の推移ー初産婦と経産婦を比較して－. 第 32 回日本看護科学学会学術集会; 2012 
Nov 30 - Dec 1; 東京.  

493． 中村康香, 武石陽子, 伊藤直子, 跡上富美, 吉沢豊予子. 妊娠末期の快適性と出産体験の自己評価

との関連, 第 14 回日本母性看護学会学術集会; 2012 June 16; 神戸. 
494． 中村康香, 武石陽子, 伊藤直子, 跡上冨美, 吉沢豊予子. 妊娠末期の快適性と産後 1 か月の育児行

動との関連. 第 32 回日本看護科学学会学術集会; 2012 Nov 30 - Dec 1; 東京.  
495． 跡上富美, 中村康香, 武石陽子, 伊藤直子, 吉沢豊予子. 妊娠先行型結婚をした妊婦の妊娠経過に

おける快適性の変化. 第 15 回日本母性看護学会; 2013 July 6-7; 仙台. 
496． 荒屋敷純子, 跡上富美, 中村康香, 吉沢豊予子. 東日本大震災発生直後の看護職の労働実態にジェ

ンダーが与えた影響. 第 15 回日本母性看護学会; 2013 July 6-7; 仙台. 
497． 工藤みう, 北條真紀, 奥山武志, 吉沢豊子, 跡上富美, 中村康香, 田中真美. 分娩介助動作における

助産師の手指にかかる圧力分析. No. 13-11 IIP2013 情報・知能・精密機器部門(IIP 部門)講演会; 
2013 Mar 21-22; 東京. 

498． 菊地圭子, 豊田茉莉, 遠藤恵子, 大平光子, 吉沢豊予子. 授乳時の経産婦の視線分析―2 事例の産褥

1 か月, 2 か月, 3 か月の比較. 第 33 回日本看護科学学会学術集会; 2013 Dec 6-7; 大阪. 
499． 菊池尚子, 中村康香, 跡上富美, 吉沢豊予子. 日本における切迫早産に対する安静療法の変遷とそ

の定義. 第 15 回日本母性看護学会; 2013 July 6-7; 仙台. 
500． 日下裕子, 竹内真帆, 鈴木花菜, 中野弘枝, 千葉美貴, 棟方麻友, 大沼美智子, 後藤あき子, 中村康

香, 吉沢豊予子. 病棟-外来の連携のもとに行うリンパ浮腫予防教育の実践報告(第 3 報) . 第 27 回

日本がん看護学会学術集会; 2013 Feb 16-17; 金沢. 
501． 中野弘枝, 日下裕子, 千葉美貴, 鈴木花菜, 齋藤久美子, 井上芙蓉子, 佐藤薫, 後藤あき子, 中村康

香, 吉沢豊予子. 病棟―外来連携下で行うリンパ浮腫予防教育の 3 年間の評価報告. 第 44 回日本

看護学会－成人看護Ⅱ; 2013 Oct 3-4; 秋田. 
502． 吉田明莉, 中村康香, 跡上富美, 吉沢豊予子. 産褥期の浮腫に関する文献検討―浮腫出現の実態と

看護ケアの効果―. 第 54 回日本母性衛生学会; 2013 Oct 4-5; さいたま.  

 

 

7-6. 外部資金獲得（主任研究） 
【看護アセスメント学分野】 

1． 菅野恵美 （主任研究者）. 皮膚潰瘍創における緑膿菌と創傷治癒との関連性. 平成 20 年度日本褥

瘡学会 研究助成. 2008 July - 2009 Mar.  
2． 菅野恵美 （主任研究者）. 褥瘡・難治性皮膚潰瘍に対する局所管理方法の検討. 平成 20 年度科学

研究費補助金（若手研究（B））. 2008 Apr - 2010 Mar. 
3． 菅野恵美 （主任研究者）. 褥瘡・難治性皮膚潰瘍の創部炎症反応機構の解明とケア技術の確立. 平

成 23 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2011 Apr - 2013 Mar. 
4． 菅野恵美 （主任研究者）. 褥瘡・慢性創傷の炎症遷延に関わるダメージ関連分子の同定と炎症制御

ケア技術の確立. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
5． 丸山良子 （主任研究者）. 食生活からみた中国少数民族の出生体重と高血圧発症の関連. 平成 25

年度公益財団法人アサヒグループ学術振興財団研究助成. 2013 June - 2014 Mar. 
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6． 丸山良子 （主任研究者）. 超高齢者の安全な早期離床のための評価指標の開発. 平成 25 年度科学

研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 
7． 丸山良子 （主任研究者）. 日本人・中国少数民族の出生体重と高血圧発症に関する調査研究. 平成

25 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
【看護教育・管理学分野】 
8． 朝倉京子（主任研究者）. 看護師の業務権限見直しに向けた理論的・帰納的研究；自律性再考. 平

成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2013 Mar. 
9． 渡邊生恵（主任研究者）. 心理・生理指標測定による安楽な入院環境に関する検討. 平成 21 年度科

学研究費補助金（若手研究（B））. 2009 Apr - 2011 Mar. 
10．佐藤みほ（主任研究者）. 幼少期における家庭環境が、思春期の精神健康と学校適応に及ぼす影響

についての研究. 平成 22 年度科学研究費補助金（研究活動スタート支援）. 2010 Aug - 2012 Mar. 
11．渡邊生恵（主任研究者）. 看護師の専門職性と離職意向に関する研究.平成 23 年度科学研究費補助

金（基盤研究（C））. 2011 Apr - 2014 Mar. 
12．朝倉京子（主任研究者）. 看護職員の職業移動と心理社会的/経済的要因に関する縦断的研究. 平成

24 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2012 Apr - 2016 Mar. 
13．佐藤みほ（主任研究者）. 看護師がいきいきと働ける職場づくりに向けて. 平成 24 年度医療科学研

究所助成金. 2012 Apr - 2013 Mar. 
14．佐藤みほ（主任研究者）. 看護師の離職意向を規定する要因についての検討：心理・社会的、経済

的視点から. 平成 24 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2015 Mar 
15．佐藤みほ（主任研究者）. 潜在看護職員の再就業行動に関連する要因についての探索的検討：看護

における人的資源の確保と有効活用に向けて. 平成 25 年度三菱財団研究助成金. 2013 Apr - 2014 
Mar. 

16．渡邊生恵（主任研究者）. 宮城県における主産後女性の健診・検診受診の実態と関連要因に関する

調査. 一般財団法人宮城県公衆衛生協会平成 25 年度助成金. 2013 Apr - 2014 Mar. 
17．佐藤みほ（主任研究者）. 看護師のワークライフバランスを支え、ワークモチベーションを高める

組織風土についての研究. 第 22 回医療科学研究所研究助成. 2013 Apr - 2014 Mar. 
【老年・在宅看護学分野】 
18．森鍵祐子（主任研究者）. 急性期病院における退院支援専門部署および在宅療養支援のあり方に関

する研究. 平成 19 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2007 Apr - 2009 Mar 
19．齋藤美華（主任研究者）. 定年退職後の高齢男性ボランティアの活動に関する記述的研究. 平成 21

年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2009 Apr - 2011 Mar 
20．川原礼子（主任研究者）. 訪問看護におけるキュアとケアの統合に関する研究. 平成 22 年度科学研

究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2010 Apr - 2013 Mar 
21．大槻久美（主任研究者）. がん患者の退院支援におけるパートナーシップの構築. 平成 23 年度ファ

イザーヘルスリサーチ振興財団助成金. 2011 Apr - 2013 Mar 
22．大槻久美（主任研究者）. 退院支援における地域連携システム構築に関する研究. 平成 24 年度科学

研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2015 Mar 
23．齋藤美華（主任研究者）. 定年退職後の高齢男性を対象とした地域活動への参加支援プログラムの

開発. 平成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2016 Mar 
24．川原礼子（主任研究者）. 高齢者の予想される死における看護職の看取り教育プログラム開発. 平

成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2016 Mar 
25．坂川奈央（主任研究者）. 排尿習慣化訓練の適応基準とプロトコールの開発. 平成 25 年度科学研究

費補助金（若手研究（B））. 2013 Apr - 2016 Mar 
【地域ケアシステム看護学分野】 
26．栗本鮎美（主任研究者）. 地域保健活動における協働の実態と保健師の認識に関する研究. 平成 20

年度科学研究補助金（若手研究（B））. 2008 Apr - 2011 Mar. 

27．鈴木和広（主任研究者）. 地域問題解決のための協働の実践モデル構築に関する実証的研究. 平成

20 年度度科学研究補助金（若手研究（B））. 2008 Apr - 2010 Mar. 
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28．高橋香子（主任研究者）. 地域保健分野における協働プロフェッショナル人材養成プランの開発に

関する研究. 平成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2011 Mar. 

29．末永カツ子（主任研究者）. 地域エンパワメントを目指す協働の活動への合意形成に関する研究. 
平成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar. 

30．田口敦子（主任研究者）. 訪問看護必要性の判定ツールの開発および実用に向けた効果的なタッチ

ポイントの探索. 平成 23 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2011 Apr - 2013 Mar. 
31．栗本鮎美（主任研究者）. 東北地方被災地域における高齢者の社会的孤立に関する実証的研究. 平

成 24 年度 学術研究助成基金助成金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2014 Mar. 
32．末永カツ子（主任研究者）. 被災地保健師のエンパワメントとコミュニティ再生に関する研究. 平

成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2017 Mar. 
33．末永カツ子（主任研究者）. 平成 24 年度 3.11 災害時保健活動の連携検証事業（宮城県）. 2012 

Sep - 2013 Mar. 
34．田口敦子（主任研究者）. 訪問看護ニーズに関する調査・研究. 高知県受託研究. 2012 Apr - 2013 

Mar. 
35．高橋香子（主任研究者）. 被災地難病患者のための統合医療生活支援システムの構築に関する研究. 

平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2017 Mar.  
36．田口敦子（主任研究者）. 孤立予防に向けた住民組織主導型アウトリーチモデルの効果検証. 公益

財団法人ファイザーヘルスリサーチ振興財団. 2013 Nov - 2014 Oct. 
37．田口敦子（主任研究者）. 日本の文化に沿った、在宅緩和ケアにおける看取りケアのクリティカル

パス Liverpool Care Pathway 日本語在宅バージョンの開発と有用性の検討. 公益財団法人在宅医

療助成 勇美記念財団. 2013 Aug - 2014 Sep. 
【地域保健学分野】 
38．南優子（主任研究者）. 乳腺組織中エストロゲン濃度・エストロゲン合成能と乳がん罹患に関する

症例対照研究. 平成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2011 Mar. 
39．南優子（主任研究者）. ストレス関連ホルモンと乳がん罹患・予後に関する分析疫学研究. 平成 23

年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2011 Apr - 2015 Mar. 
40．河合賢朗（主任研究者）. 一般マンモグラフィー検診受診集団における総合的乳がんリスクに関す

るコホート研究. 平成 24 年度科学研究費補助金（若手研究（A））. 2012 Apr - 2016 Mar.（留学に

よる退職のため返還） 
【成人看護学分野】 
41．菊地史子（主任研究者）. 緩和ケア病棟における終末期リハビリテーション導入体制確立に関する

研究. 平成 25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 
【がん看護学分野】 
42．佐藤冨美子（主任研究者）. 乳がん体験者の術後上肢機能障害予防改善にむけた介入モデルの開発

と有効性の検討. 平成 19 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2007 Apr - 2010 Mar. 
43．佐藤冨美子（主任研究者）. 乳がん体験者の術後上肢機能障害予防改善に向けた長期介入の効果. 

平成 22 年度科学研究費補助（基盤研究（C））. 2010 Apr - 2014 Mar. 
44．佐藤菜保子（主任研究者）. CRHR１陽性子宮内膜癌細胞発現におけるストレス影響と遺伝的背景

の解明. 平成 23 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2011 Apr - 2016 Mar. 
45．有永洋子（主任研究者）.オーストラリアにおける最先端リンパ浮腫診療およびケア実践 (研修). 

Prime Minister’s Education Assistance Program for Japan. Department of Education, 
Employment and Workplace Relations. Australian Government. 2011 

46．有永洋子（主任研究者）アロマセラピーとエクササイズを用いた乳がん治療関連リンパ浮腫セルフ

ケアプログラムの長期管理効果.佐川がん研究助成. 2012. 
47．有永洋子（主任研究者）. アロマセラピーとエクササイズを用いた乳がん関連リンパ浮腫自己管理

プログラムの効果. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
【緩和ケア看護学分野】（2009 年度以降）  
48．宮下光令. 外来進行がん患者の終末期医療に対する希望の推移と評価に関するコホート研究. 平成

20 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2008 Apr - 2011 Mar. 
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49．佐藤一樹（主任研究者）. 終末期がん患者への緩和ケア提供に係わる医療費のケースミックス分類

の開発. 平成 22 年度科学研究費補助金（研究活動スタート支援）. 2010 Oct - 2012 Mar. 
50．宮下光令（主任研究者）. がん対策に資するがん患者の療養生活の質の評価方法の確立に関する研

究. 平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）. 2010 Apr - 2013 Mar. 
51．宮下光令（主任研究者）. 終末期ケアに関わる看護師主導型の各種クリニカル・パスの開発. 平成

23 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2011 Apr - 2013 Mar. 
52．菅野雄介（主任研究者）. 在宅緩和ケアにおける看取りのケアのクリニカルパス Liverpool Care 

Pathway 日本語版在宅バージョンの開発と有用性の検証. 笹川記念保健協力財団研究助成（在宅ホ

スピス緩和ケア事業）. 2012 Apr - 2013 Feb. 
53．佐藤一樹（主任研究者）. 在宅緩和ケアの質の簡便な評価方法の開発. 平成 24 年度科学研究費補助

金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2015 Mar. 
54．宮下光令（研究者）. 看取りのケアの質の評価尺度の開発と信頼性・妥当性の検証に関する研究. 

公益財団法人安田記念医学財団（癌看護研究助成事業）. 2012 Jan - 2013 Jan. 
55．宮下光令（主任研究者）. がん患者に対する緩和医療の質の評価方法の確立. 平成 25 年度科学研究

費補助金（基盤研究（B））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
56．宮下光令（主任研究者）. 終末期ケアに関わる看護師主導型の各種クリニカル・パスの評価. 平成

25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 
【小児看護学分野】 
57．塩飽仁（主任研究者）. 軽度発達障害患児の同胞と母親の看護支援に関する研究. 平成 17 年度科学

研究費補助金（基盤研究（C））. 2005 Apr - 2009 Mar.  
58．武田晶子（主任研究者）. 子どもの病気のイメージと「自分の病気について知ること」に対する意

識. 北日本看護学会研究奨励会平成 21 年度奨励研究. 2009 Apr - 2010 Mar. 
59．和田雪（主任研究者）. 児童の神経症と心理社会的問題における年齢・発達と親の養育態度の関連. 

平成 21 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2009 Apr - 2010 Mar.  
60．佐山恭子（主任研究者）. 入院児に関するきょうだいの病状理解がきょうだいに及ぼす影響と看護

支援の検討. 北日本看護学会研究奨励会平成 23 年度奨励研究. 2011 Apr - 2012 Mar. 
61．塩飽仁（主任研究者）. 発達障害の子どもと家族のための看護支援ガイドラインの開発とその検証

に関する研究. 平成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2011 Apr - 2016 Mar.  
62．名古屋祐子（主任研究者）. 小児がんの子どもの看取りの時期における両親の考えかたの違いとそ

の要因. 北日本看護学会研究奨励会平成 24 年度奨励研究. 2012 Apr - 2013 Mar. 
63．井上由紀子（主任研究者）.  発達障害の子どもと養育者のための意思決定支援のガイドラインの

開発. 平成 24 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2015 Mar.  
64．木村智一（主任研究者）. 児童養護施設の看護師に求められる役割と看護師が求めるサポート体制

の実態調査. 北日本看護学会研究奨励会平成 25 年度奨励研究. 2013 Apr - 2014 Mar. 
【精神看護学分野】 
65．齋藤秀光（主任研究者）. 緩和ケアにおける家族教室での家族支援および医療スタッフ支援体制の

確立. 平成 19 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2007 Apr - 2009 Mar. 
66．齋藤秀光（主任研究者）. 助産師外来における助産師のメンタルケアサポート体制の確立. 平成 21

年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2009 Apr - 2011 Mar. 
67．光永憲香（主任研究者）. 看護師による心理・社会的介入プログラムの開発. 平成 22 年度科学研究

費補助金（若手研究（B））. 2010 Apr - 2013 Mar.  
68．吉井初美（主任研究者）. 中学生・高校生を持つ親の統合失調症に関する意識調査と教育開発メデ

ィアの開発. 平成 22 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2010 Apr - 2013 Mar. 
69．吉井初美（主任研究者）. 職場での精神障害者に対するスティグマ問題. 平成 24 年度上廣倫理財団

研究助成. 2013 Jan - 2013 Dec. 
70．吉井初美（主任研究者）. 統合失調症患者の口腔衛生に関する意識・知識・自己管理の現状と衛生

指導要項の確立. 平成 25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2016 Mar. 
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【周産期看護学分野】 
71．佐藤喜根子（主任研究者）. 助産師研修事業にかかる研究. 宮城県一般受託研究. 2008 Oct - 2009 

Mar.  
72．佐藤喜根子（主任研究者）. 助産師確保事業にかかる研究. 宮城県一般受託研究. 2009 Oct - 2010 

Mar. 
73．小山田信子（主任研究者）. 地方における看護教育制度成立過程の研究. 平成 22 年度科学研究費補

助金（基盤研究（C））. 2010 Apr - 2015 Mar. 
74．佐藤祥子（主任研究者）. 母乳分泌量維持要因の探索的研究―NICU 入院中の母親の肯定的体験

―」. 科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2011 Apr - 2014 Mar. 
【ウィメンズヘルス看護学分野】 
75．中村康香（主任研究者）. ベッド上安静妊婦の心理社会的適応状態と肯定的側面に焦点を当てた体

験. 平成 20 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2008 Apr - 2010 Mar. 
76．吉沢豊予子（主任研究者）. リンパ浮腫治療・ケアの質の保証に向けた体制作りの検討. 平成 20 年

度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2008 Apr - 2011 Mar. 
77．吉沢豊予子（主任研究者）. 看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケアの教育方法の開発. 平

成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2009 Apr - 2012 Mar. 
78．武石陽子（主任研究者）. 妊娠経過における快適性の変化. 平成 22 年度科学研究費補助金（研究活

動スタート支援）. 2010 Apr - 2012 Mar. 
79．中村康香（主任研究者）. 妊娠期の快適性と出産満足度・育児行動との関連について. 平成 22 年度 

科学研究費補助金（若手研究（B））. 2010 Apr - 2012 Mar. 
80．吉沢豊予子（主任研究者）. 熟練助産師の分娩介助時の動作（手動作含む）・視線の解析. 平成 22

年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2010 Apr - 2012 Mar. 
81．跡上富美（主任研究者）. 東日本大震災発生から一週間における看護職の労働実態調査〜ジェンダ

ー・組織コミットメントと役割葛藤について〜. 平成 23 年度日本母性看護学会研究助成金東日本大

震災研究助成金. 2011 Apr - 2014 Mar. 
82．吉沢豊予子（主任研究者）. リンパ浮腫治療・ケア領域における EBP（証拠に基づく実践）のため

の臨床研究. 平成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2011 Apr - 2014 Mar. 
83．坂村佐知（主任研究者）. 結婚形態別にみたＮＩＣＵにおける父の体験の明確化. 平成 24 年度科学

研究費補助金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2014 Mar. 
84．武石陽子（主任研究者）. 入院妊婦における妊娠期の快適性と出産満足度・育児行動との関連. 平

成 24 年度科学研究費補助金（若手研究（B））. 2012 Apr - 2014 Mar. 
85．中村康香（主任研究者）. 入院切迫早産妊婦におけるキュアとケアを融合した看護実践ガイドライ

ンの開発. 平成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2015 Mar. 
86．吉沢豊予子（主任研究者）. 東日本大震災による女性の健康に関する調査. 平成 24 年度財団法人ヘ

ルス・サイエンス・センター助成金. 2012 Dec‐2014 Jan. 
87．吉沢豊予子（主任研究者）. 深部静脈血栓予防を考慮した C/S 褥婦へのフットレスト予防ケア介入

の検討. 平成 25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 

 

 

7-7. 外部資金獲得（分担研究） 
【看護アセスメント学分野】 

1． 菅野恵美 （分担研究者）. バイオフィルム制御による新しい創傷管理法の開発. 平成 21 年度科学

研究費補助金（基盤研究（B））. 2009 Apr - 2012 Mar. 
2． 丸山良子, 菅野恵美 （分担研究者）. 放射線治療における晩期有害事象早期発見のための看護アセ

スメント確立の試み. 平成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar. 
3． 菅野恵美 （分担研究者）. 低出力体外衝撃波を用いた慢性創傷に対する非侵襲性治療法の開発. 平

成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2011 Apr - 2014 Mar. 
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【看護教育・管理学分野】  
4． 朝倉京子（分担研究者）.フィリピン人看護師の国際移動に関する医療社会学的研究. 平成 20 年度

科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2012 Mar. 
5． 朝倉京子（分担研究者）. 看護者のリフレクション能力を開発するためのプログラム構築に関する

基礎的研究. 平成 22 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））. 2010 Apr - 2013 Mar. 
6． 朝倉京子（分担研究者）. 地域ケアにおけるジェンダーの次元とアーティキュレーション・ワーク

に関する国際比較研究. 平成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））海外学術研究. 2011 Apr -
2015 Mar. 

7． 朝倉京子（分担研究者）. 病院における組織特性が組織の健康に及ぼす影響：HMO の概念モデル

を用いた実証研究. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
【地域ケアシステム看護学分野】 
8． 栗本鮎美（分担研究者）. 地域保健分野における協働プロフェッショナル人材養成プランの開発に

関する研究. 平成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2011 Mar. 

9． 末永カツ子（分担研究者）. 地域保健分野における協働プロフェッショナル人材養成プランの開発

に関する研究. 平成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2011 Mar. 

10．末永カツ子（分担研究者）. 保健師等の地域保健従事者の地域住民からの暴力等に対する危機管理

のあり方に関する研究. 平成 20 年度厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策研究事

業）. 2008 Apr - 2011 Mar.  
11．鈴木和広（分担研究者）. 地域保健分野における協働プロフェッショナル人材養成プランの開発に

関する研究. 平成 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2008 Apr - 2011 Mar. 

12．瀬川香子（分担研究者）. 地域エンパワメントを目指す協働の活動への合意形成に関する研究. 平
成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar. 

13．栗本鮎美（分担研究者）. 地域エンパワメントを目指す協働の活動への合意形成に関する研究. 平
成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar. 

14．鈴木和広（分担研究者）. 地域エンパワメントを目指す協働の活動への合意形成に関する研究. 平
成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar. 

15．高橋香子（分担研究者）. 被災地保健師のエンパワメントとコミュニティ再生に関する研究. 平成

24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2017 Mar. 
16．栗本鮎美（分担研究者）. 被災地保健師のエンパワメントとコミュニティ再生に関する研究. 平成

24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2017 Mar. 
17．末永カツ子（分担研究者）. 被災地難病患者のための統合医療生活支援システムの構築に関する研

究. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2017 Mar. 
18．栗本鮎美（分担研究者）. 被災地難病患者のための統合医療生活支援システムの構築に関する研究. 

平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2017 Mar. 
【成人看護学分野】 
19．小林光樹（分担研究者）. 新型インフルエンザ A（H1N1）への公衆衛生対応に関する評価及び提

言に関する研究：重症化が予測される住民等への市町村の対応に関する研究. 平成 21 年度厚生労働

科学研究費補助金（特別研究事業）. 2009 Apr - 2010 Mar. 
【がん看護学分野】 
20．佐藤菜保子（協同研究者）. 過敏性腸症候群におけるコルチコトロピン放出ホルモン関連遺伝子多

型. 平成 24 年度 Japan Gut Club 研究奨励助成金. 2012 Apr - 2013 Mar. 
21．佐藤冨美子（分担研究者）. アロマセラピーとエクササイズを用いた乳がん関連リンパ浮腫自己管

理プログラムの効果. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
【緩和ケア看護学分野】（2009 年度以降） 
22．宮下光令（分担研究者）. 成人がん患者と小児がん患者の家族に対する望ましい心理社会的支援の

あり方に関する研究. 平成 20 年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）. 2008 Apr - 
2011 Mar. 
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23．宮下光令（分担研究者）. QOL の向上をめざしたがん治療法の開発研究. 平成 22 年度厚生労働科

学研究費補助金（第 3 次対がん総合戦略）. 2010 Apr - 2014 Mar. 
24．宮下光令（分担研究者）. がん性疼痛治療の施設成績を評価する指標の妥当性を検証する研究. 平

成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）. 2010 Dec - 2013 Mar. 
25．宮下光令（分担研究者）. 緩和医療に携わる医療従事者の育成に関する研究. 平成 22 年度厚生労働

科学研究費補助金（がん臨床研究事業）. 2010 Apr - 2013 Mar. 
26．宮下光令（分担研究者）. 緩和ケアプログラムによる地域介入研究. 平成 23 年度厚生労働科学研究

費補助金（第３次対がん総合戦略事業）. 2011 Apr - 2013 Mar. 
27．宮下光令（分担研究者）. がん患者・職場関係者・医療者に向けた就業支援カリキュラムの開発と

普及啓発手法に関する研究. 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床）. 2013 Apr - 2014 
Mar. 

28．宮下光令（分担研究者）. がん患者医療情報の高度活用による終末期医療・在宅医療の全国実態調

査に関する研究. 平成 25 年度 がん開発研究費. 2013 Apr - 2016 Mar. 
29．宮下光令（分担研究者）. がん診療拠点病院におけるがん疼痛緩和に対する取り組みの評価と改善

に関する研究. 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床）. 2013 Nov - 2015 Mar. 
30．宮下光令（分担研究者）. がん対策における緩和ケアの評価に関する研究. 平成 25 年度厚生労働科

学研究費補助金（がん臨床）. 2013 Nov - 2015 Mar. 
31．宮下光令（分担研究者）. 受療行動調査により患者の満足度と意識・行動等の現状と推移、相互の

関連性及びその規程要因に関する研究. 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金（政策科学総合）. 
2013 Apr - 2015 Mar. 

32．宮下光令（分担研究者）. 緩和医療に携わる医療従事者の育成に関する研究. 平成 25 年度厚生労働

科学研究費補助金（がん臨床）. 2013 Apr - 2014 Mar. 
33．宮下光令（分担研究者）. 診断時から早期に緩和ケアを提供する体制整備に関する研究. 平成 25 年

度厚生労働科学研究費補助金（がん臨床）. 2013 Apr - 2014 Mar. 
34．宮下光令（分担研究者）. 被災地に展開可能ながん在宅緩和医療システムの構築に関する研究. 平

成 25 年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進）. 2013 Apr - 2014 Mar. 
35．佐藤一樹（分担研究者）. がん患者に対する緩和医療の質の評価方法の確立. 平成 25 年度科学研究

費助成事業（基盤研究（B））. 2013 Apr - 2016 Mar. 
36．佐藤一樹（分担研究者）. 終末期ケアに関わる看護師主導型の各種クリニカル・パスの評価. 平成

25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 
【小児看護学分野】 
37．塩飽仁（分担研究者）. 採血を受ける子どもの非効果的対処行動と関連要因:個別的プレパレーショ

ンをめざして. 平成 20 年度科学研究費補助金（若手研究（スタートアップ））. 2008 Apr - 2009 
Mar.  

38．塩飽仁（分担研究者）. 心身症・神経症児と家族に対するケアモデルの開発とその検証に関する研

究. 平成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2009 Apr - 2012 Mar.  
39．塩飽仁（分担研究者）. 終末期ケアにかかわる看護師主導型の各種クリニカル・パスの開発. 平成

23 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2011 Apr - 2013 Mar.  
40．塩飽仁（分担研究者）. 「感情表出（EE）」を用いた心身症・神経症児の親支援モデルの開発に関

する研究. 平成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2016 Mar.  
41．塩飽仁（分担研究者）. 東日本大震災後の子どもと保護者・保育者の健康を支える総合的支援に関

する研究. 平成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2015 Mar.  
42．塩飽仁（分担研究者）. 被災地の患者と家族を支援するプロジェクト研究―震災と小児がんを経験

した家族の語り―. 平成 24 年度震災復興・日本再生支援事業. 2012 Apr - 2018 Mar. 
43．鈴木祐子,分担研究者）. 被災地の患者と家族を支援するプロジェクト研究―震災と小児がんを経験

した家族の語り―. 平成 24 年度震災復興・日本再生支援事業. 2012 Apr - 2018 Mar.  
44．井上由紀子（分担研究者）. 被災地の患者と家族を支援するプロジェクト研究―震災と小児がんを

経験した家族の語り―. 平成 24 年度震災復興・日本再生支援事業. 2012 Apr - 2018 Mar.  
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45．名古屋祐子（分担研究者）. 被災地の患者と家族を支援するプロジェクト研究―震災と小児がんを

経験した家族の語り―. 平成 24 年度震災復興・日本再生支援事業. 2012 Apr - 2018 Mar.  
46．塩飽仁（分担研究者）. 思春期・若年成人がん患者・サバイバーへの医療・教育・就労支援に関す

る国際比較研究. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（B）海外学術）. 2013 Apr - 2016 Mar. 
47．塩飽仁（分担研究者）. 終末期ケアにかかわる看護師主導型の各種クリニカル・パスの評価. 平成

25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar.  
48．塩飽仁（分担研究者）. 病児・病後児保育の実態把握と質向上に関する研究. 平成 25 年度厚生労働

科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）. 2013 Apr - 2015 Mar.  
49．塩飽仁（分担研究者）. 災害時における小児在宅療養者と家族の自助力を高めるための看護支援プ

ログラムの開発. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2017 Mar. 
50．鈴木祐子（分担研究者）. 災害時における小児在宅療養者と家族の自助力を高めるための看護支援

プログラムの開発. 平成 25 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2013 Apr - 2017 Mar. 
【精神看護学分野】 
51．齋二美子（分担研究者）. 緩和ケアにおける家族教室での家族支援および医療スタッフ支援体制の

確立. 平成 19 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2007 Apr - 2009 Mar. 
52．吉井初美（分担研究者）. 子育て期早期の女性の身体的健康と睡眠. 平成 23 年度科学研究費補助金

（基盤研究（C））. 2011 Apr - 2014 Mar. 
53．齋藤秀光（分担研究者）. 緩和ケア病棟における終末期リハビリテーション導入体制確立に関する

研究. 平成 25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2015 Mar. 
54．齋藤秀光（分担研究者）. 統合失調症患者の口腔衛生に関する意識・知識・自己管理の現状と衛生

指導要項の確立.平成 25 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2013 Apr - 2016 Mar. 
【周産期看護学分野】 
55．佐藤喜根子（分担研究者）. 不妊治療後の妊婦とその家族に対する良質な周産期ケア提供のための

ガイドライン作成. 平成 19 年度科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）. 2007 Apr - 2009 Mar. 
56．佐藤喜根子（分担研究者）. 助産師外来における助産師のメンタルケアサポート体制の確立. 平成

21 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））. 2009 Apr - 2011 Mar. 
57．佐藤祥子（分担研究者）. 宮城の助産師のつながり促進事業ー助産師の力となってきた経験の共有

化と顕在化ー. 宮城大学地域指定研究. 2010 Apr - 2011 Mar. 
58．小山田信子（分担研究者）. 医療の高度化に伴う看護系大学の高大接続問題 －看護職志望者の適正

と大学入試－. 平成 22 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2010 Apr - 2015 Mar. 
59．佐藤喜根子（分担研究者）. 震災時の妊婦・保健的課題に関する研究. 平成 24 年度厚生労働科学研

究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）. 2012 Apr - 2014 Mar. 
60．佐藤喜根子（分担研究者）. 大災害後の身体・知的障害児に関与する要因と福祉サービス介入の役

割及び効果検証. 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業）. 2012 Apr - 
2015 Mar. 

61．佐藤祥子（分担研究者）. 「震災復興期における宮城県沿岸部助産師活動の課題把握と支援」. 宮
城大学復興支援研究. 2012 Aug - 2014 Mar. 

62．佐藤喜根子（分担研究者）. JST「災害の新たな命を取り巻く環境への影響に関する情報アーカイブ

と防災のあり方の検討」. 2013 Apr - May. 
【ウィメンズヘルス看護学分野】 

63．吉沢豊予子（分担研究者）. 看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケア(分娩介助を含む)の教

育方法の開発. 平成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（A））. 2009 Apr - 2011 Mar. 
64．吉沢豊予子（分担研究者）. 医療の高度化に伴う看護系大学の高大接続問題－看護職志望者の適性

と大学入試－. 平成 22 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））. 2010 Apr -2015 Mar. 
65．中村康香（分担研究者）. 助産師外来で活用できる妊娠期アセスメントツールの開発と実用化に向

けたシステム構築. 平成 24 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））. 2012 Apr - 2015 Mar. 
66．中村康香（分担研究者） 宮城県における出産後女性の健診・検診受診の実態とその関連要因に関

する調査.平成 25 年度宮城県公衆衛生研究振興基金助成. 2013 June - 2014 Mar. 
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7-8. 外部資金獲得（その他） 
【地域ケアシステム看護学分野】 

1． 末永カツ子．地域看護学研究助成金．宮城県成人病予防協会．2010． 
2． 瀬川香子．宮城県公衆衛生研究振興基金．宮城県公衆衛生研究会．2010.  
【周産期看護学分野】 
3． 佐藤喜根子. 文部科学省. 「周産期対策のための医療環境の整備」事業における「助産師外来の拡

充」. 採択 2010.  
【ウィメンズヘルス看護学分野】 
4． 荒屋敷純子. 平成 23 年度 第 5 回東北大学大学院女子学生海外渡航支援事業. 2011. 
5． 竹内真帆. 平成 24 年度 大和日英基金東北スコラーシップ （ブリティッシュ・カウンシル提携） 

Daiwa Foundation Tohoku Scholarships in partnership with British Council in Japan. 2012.  
6． 竹内真帆. 平成 24 年度「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム」. 2012. 
7． 吉沢豊予子. 第 6 回東北リンパ浮腫研究会学術集会; 平成 24 年度 艮陵医学振興会医学学術シンポ

ジウム等開催助成金. 2012. 

 

 


